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資
料
紹
介

　
　「
万
日
記
」
に
み
る
文
久
三
年
奥
州
中
村
藩
江
戸
警
備
の
在
郷
給
人
の
動
向

水
久
保　

克
英

は
じ
め
に

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
中
村
（
相
馬
市
中
村
）
に
帰
城
し
て
い
た
奥
州
中
村

藩
十
二
代
藩
主
相
馬
充
胤
が
、
幕
府
か
ら
急
遽
「
御
府
内
取
締
り
」
に
任
命
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
出
府
し
た
。
そ
の
際
、
多
数
繰
出
し
と
な
り
、
在
村
の
在
郷
給
人
郷

士
も
動
員
さ
れ
、
出
府
し
て
い
る
。

　
「
万

よ
ろ
ず

日に
っ

記き

」
は
、
出
府
し
た
在
郷
給
人
の
一
人
、
標
葉
郡
南
標
葉
郷
両
竹
村
（
現

在
の
福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町
・
浪
江
町
）
の
田
代
鉄
次
郎
が
記
録
し
た
日
記
（
横
長

帳
・
表
紙
共
三
〇
丁
）
で
あ
る
。
出
発
前
の
文
久
三
年
三
月
十
五
日
か
ら
八
月
四
日

帰
郷
、
同
七
日
小
高
妙
見
社
参
詣
ま
で
の
約
五
か
月
分
を
ほ
ぼ
毎
日
書
き
つ
づ
っ
て

い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
全
文
を
時
系
列
で
項
目
ご
と
に
要
約
し
、
表
形
式
で
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
本
史
料
全
文
の
解
読
文
は
『
近
世
文
書　

第
九
集＊

１

』
に
所
収
、
ま
た
、
在

郷
給
人
郷
士
の
江
戸
警
備
の
様
子
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
文
久
三
年
の
奥
州
中
村
藩
江

戸
警
備
と
在
郷
給
人
郷
士
」
で
紹
介
し
て
い
る＊

２

。

　

㈠　
文
久
三
年
当
時
の
概
況

　
　

約
十
年
前
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ペ
リ
ー
来
航
以
降
、
幕
府
主
導
の
下
、

開
国
が
進
ん
だ
。
そ
の
一
方
、
長
州
藩
・
薩
摩
藩
な
ど
を
中
心
に
尊
皇
攘
夷
が
叫

ば
れ
、
全
国
的
に
緊
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
文
久
二
年
に
は
、
水
戸
浪
士
が
老

中
安
藤
信
正
を
襲
撃
し
た
「
坂
下
門
外
の
変
」
や
薩
摩
藩
士
が
イ
ギ
リ
ス
人
を
殺

害
し
た
「
生
麦
事
件
」
が
起
き
る
な
ど
、
尊
皇
攘
夷
が
活
発
化
す
る
最
中
、
幕
府

に
よ
る
公
武
一
和
策
が
採
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
翌
三
年
十
四
代
将
軍
徳
川
家

茂
の
上
洛
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
充
胤
に
「
御
府
内
取
締
り
」
が
任
命
さ

れ
て
い
る
。

　

㈡　
奥
州
中
村
藩
江
戸
警
備
の
概
況

　
　

こ
こ
で
は
、
文
久
三
年
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
江
戸
お
よ
び
京
都
警
備

を
記
述
し
た
「
京
江
戸
勤
番
雑
記
写＊

３

」
か
ら
概
況
を
述
べ
て
み
る
。

　
　

文
久
三
年
三
月
、
幕
府
に
よ
り
「
不
時
（
思
い
が
け
な
い
時
、
臨
時
）」
に
出

府
が
命
ぜ
ら
れ
た
充
胤
は
三
月
二
十
六
日
出
立
し
、
四
月
三
日
到
着
す
る
。
今
回

の
任
務
に
選
定
さ
れ
た
在
郷
給
人
郷
士
た
ち
は
、
担
当
す
る
役
人
と
と
も
に
三

月
二
十
一
日
出
立
し
、
二
十
七
日
到
着
し
て
い
た
。
充
胤
は
四
月
八
日
に
江
戸
城

に
呼
び
出
さ
れ
、
酒
井
繁
之
丞
（
忠
篤　

羽
州
庄
内
）・
大
久
保
加
賀
守
（
忠
礼　

相
州
小
田
原
）・
松
平
右
京
亮
（
大
河
内
輝
声　

上
州
高
崎
）・
阿
部
播
磨
守
（
正

耆　

奥
州
白
河
）
の
四
大
名＊

４

と
と
も
に
「
御
府
内
取
締
り
」
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
な

お
、「
万
日
記
」
で
は
四
月
五
日
と
す
る
〔
№
018
〕。
そ
の
目
的
は
、
品
川
沖
に
イ

ギ
リ
ス
艦
隊
が
来
航
す
る
こ
と
か
ら
、
市
中
お
よ
び
ま
わ
り
が
動
揺
し
、
そ
れ
に

乗
じ
悪
徒
が
徘
徊
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
を
抑
え
る
た
め
に
あ
っ
た
。
と
く
に
浪
士

の
取
締
り
に
あ
る
。

　
　

早
速
、
市
中
見
廻
り
が
毎
昼
夜
一
回
ず
つ
、
相
馬
家
は
江
戸
城
の
南
西
部
、
青

山
・
四
谷
方
面
を
担
当
し
た
。
出
府
し
た
在
郷
給
人
郷
士
は
百
日
詰
で
、
三
月
出

「万日記」にみる文久三年奥州中村藩江戸警備の在郷給人の動向
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府
の
「
急
発
一
番
手
」
が
一
〇
五
人
、
七
月
出
府
の
「
急
発
二
番
手
」
が
七
四
人

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
三
番
手
は
経
費
節
減
の
た
め
中
止
と
な
り
、
二
番
手
が
そ

の
ま
ま
行
い
、
十
二
月
以
降
の
将
軍
家
茂
上
洛
に
伴
う
京
都
警
備
に
も
随
行
し
た
。

「
万
日
記
」
の
田
代
鉄
次
郎
は
急
発
一
番
手
に
属
す
る
。

「
万
日
記
」
に
み
る
江
戸
警
備
の
内
容

　
「
万
日
記
」
を
内
容
に
合
わ
せ
分
類
し
て
み
る
と
、
Ａ
出
府
、
Ｂ
市
中
廻
、
Ｃ
給
付
、

Ｄ
詰
合
、
Ｅ
稽
古
、
Ｆ
外
出
、
Ｇ
食
事
、
Ｈ
藩
主
、
Ｉ
祈
祷
、
Ｊ
情
報
・
事
件
、
Ｋ

書
状
、
Ｌ
火
事
、
Ｍ
そ
の
他
、
Ｎ
帰
郷
、
Ｏ
出
立
、
Ｐ
到
着
、
の
一
六
項
目
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
紹
介
す
る
。

Ａ　

出
府
（
10
件
）　

文
久
三
年
三
月
十
五
日
、
急
発
に
選
定
さ
れ
て
い
た
面
々
に

支
度
す
る
よ
う
達
し
が
あ
っ
た
〔
№
001
〕。
出
府
に
掛
か
る
費
用
と
し
て
、
合
力

金
二
両
一
分
、
御
扱
金
一
両
、
路
用
金
一
分
一
朱
七
五
文
、
下
非
常
金
半
分
御
返

し
銭
三
貫
一
三
六
文
、
本
馬
一
疋
に
つ
き
二
分
三
一
〇
文
、
さ
ら
に
荷
物
用
の
荷

本
馬
四
人
に
一
疋
与
え
ら
れ
た
〔
№
002
〕。

　
　

三
月
二
十
二
日
出
立
す
る
が
、
そ
の
道
筋
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

二
十
二
日
両
竹
村 

→ 

新
山 

→ 

熊
ノ
町 

→ 

富
岡 

→ 

木
戸
（
小
高
郷
と
合

流
）
→ 

四
ツ
倉
（
泊
）、
二
十
三
日
四
ツ
倉 

→ 

植
田
（
昼
）
→ 

足
洗
（
泊
）、

二
十
四
日
足
洗 

→ 

孫
（
昼
）
→ 

石
神
（
泊
）、
二
十
五
日
石
神 

→ 

小
畑
（
昼
、

北
郷
方
合
流
）
→ 

稲
吉
（
泊
）、
二
十
六
日
稲
吉 

→ 

松
戸
（
昼
）
→ 

千
住
（
八

つ
頃
）
休
み 

→
（
江
戸
道
中
通
過
）
→ 

外
桜
田
上
屋
敷
。
荷
物
は
千
住
か
ら
川

を
通
り
、
数
寄
屋
岸
を
経
て
屋
鋪
（
外
桜
田
）、
二
十
七
日
到
着
。

　
　

太
平
洋
沿
岸
の
東
街
道
（
浜
街
道
）
を
通
り
、
水
戸
か
ら
水
戸
街
道
、
松
戸
・

千
住
を
経
て
、
江
戸
の
外
桜
田
の
相
馬
家
上
屋
敷
（
千
代
田
区
霞
ヶ
関
一
丁
目
）

へ
入
る
五
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
七
日
、
麻
布
の
中
屋
敷
（
港
区
六
本
木

二
丁
目
）
裏
門
で
「
着
揃
い
」
を
行
う
。
二
十
九
日
に
は
、
足
軽
七
〇
人
到
着
し

た
〔
№
003
～
008
・
010
〕。

　
　

住
居
は
、
上
屋
敷
の
奥
座
敷
で
十
畳
間
へ
八
人
く
ら
い
の
割
合
で
あ
っ
た
。
賄

い
は
一
日
白
米
五
合
、
汁
・
香
物
、
薪
は
自
分
の
持
分
入
用
よ
り
、
膳
・
椀
は
支

給
（
代
金
渡
し
）、
鍋
・
羽
釜
・
飯
入
の
類
、
夫
丸
（
使
用
人
）
は
貸
出
し
〔
№
008
〕。

屋
敷
内
に
は
、
侍
・
足
軽
・
小
人
・
夫
丸
四
五
〇
人
余
と
な
っ
た
〔
№
010
〕。

Ｂ　

市
中
廻
（
26
件
）　

一
回
の
在
郷
給
人
郷
士
の
人
数
は
一
八
、九
人
ず
つ
出
勤
し

〔
№
020
〕、
昼
の
五
つ
半
（
午
前
九
時
頃
）
支
度
、
四
つ
時
（
午
前
十
時
）
揃
い
〔
№

022
〕。
勤
め
は
、
在
郷
給
人
郷
士
九
六
人
で
六
八
人
勤
め
と
す
る
〔
№
023
〕。

　
　

行
列
の
配
置
〔
№
024
〕
は
以
下
の
順
で
あ
る
。

　
　

一
組
人
数
一
二
〇
人
く
ら
い
、
先
足
軽
二
〇
人 

― 

中
目
付
一
人（
若
頭
付
添
）

― 

二
列
遠
士
二
〇
人
（
一
人
ず
つ
鑓
持
付
）
― 

中
目
付
（
若
頭
付
添
）
― 

二
列

給
人
一
八
人 

― 

蓑
持
六
人 

― 

八
丁
堀
六
人 

― 

小
人
蝋
燭
持
。

　
　

見
廻
り
場
所
は
、
昼
は
四
月
九
日
か
ら
で
三
回
〔
№
025
・
032
・
144
〕、
夜
は
四

月
十
一
日
か
ら
で
、
同
じ
く
三
回
〔
№
031
・
148
・
155
〕
変
更
さ
れ
て
い
る
。
昼
は
、

一
・
二
回
目
が
江
戸
城
の
南
西
部
、三
回
目
が
北
部
。
夜
は
、一
・
二
回
目
が
北
部
、

三
回
目
が
北
西
部
と
な
る
。
在
郷
給
人
郷
士
の
持
参
品
は
陣
笠
と
二
尺
五
寸
（
約

八
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
棒
、
割
羽
織
に
小
袴
、
鎖
鉢
巻
も
着
用
し
た
〔
№

026
・
027
〕。
四
月
十
一
日
か
ら
鑓
持
を
願
い
出
て
許
さ
れ
る
〔
№
030
〕。

　
　

夜
の
見
廻
り
に
は
夜
食
が
出
た
が
、
あ
ま
り
に
も
粗
末
な
の
で
、
代
金
か
米
で

支
給
と
な
る
〔
№
059
〕。

　
　

方
法
も
途
中
で
見
直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に
廻
っ
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
だ

け
静
ま
る
の
み
だ
っ
た
の
で
、
二
組
に
分
け
、
二
丁
（
約
二
一
八
メ
ー
ト
ル
）
ほ

ど
離
れ
て
廻
る
こ
と
と
な
っ
た
〔
№
110
〕。

　
　

見
廻
り
を
始
め
て
五
日
後
の
四
月
十
四
日
、十
五
日
と
本
所
三
笠
町（
墨
田
区
）
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の
小
笠
原
家
屋
敷
で
浪
士
五
〇
〇
人
立
て
こ
も
り
が
起
き
る
。
御
府
内
取
締
り
五

大
名
総
出
で
繰
出
し
、
相
馬
家
は
逃
亡
先
の
品
川
で
の
警
固
と
屋
敷
北
方
詰
と
な

る
。
鑓
を
持
ち
具
足
を
着
し
た
が
、
一
斉
に
攻
め
込
ん
だ
時
は
本
陣
控
え
と
な
っ

た
の
で
戦
わ
ず
に
終
わ
っ
た
〔
№
037
～
040
・
042
〕。

Ｃ　

給
付
（
６
件
）　

在
府
中
、
藩
か
ら
扶
持
や
手
当
の
ほ
か
酒
〔
№
043
・
151
〕
や

薬
〔
№
084
〕
が
給
付
さ
れ
た
。
特
に
七
月
二
日
の
酒
の
給
付
に
際
し
暴
飲
暴
食
が

過
ぎ
、
医
師
か
ら
「
以
て
の
外
」
と
注
意
を
受
け
る
〔
№
151
〕。

Ｄ　

詰
合
（
28
件
）　

在
府
中
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
る
。
か
く
ら
ん
病
（
暑

気
あ
た
り
）
に
な
る
者
〔
№
069
・
079
〕、
死
去
す
る
者
〔
№
054
・
060
・
145
〕、
欠
落

す
る
奉
公
人
〔
№
154
〕、
筆
者
鉄
次
郎
も
眼
病
と
な
り
難
儀
し
て
い
る
〔
№
109
〕。

ま
た
、
仲
間
の
石
川
三
弥
が
病
気
に
掛
か
り
帰
郷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
〔
№
123
〕。

こ
の
ほ
か
、
仲
間
内
で
の
喧
嘩
〔
№
055
〕、
火
事
見
物
で
屋
根
に
上
っ
て
お
咎
め

を
受
け
た
こ
と
〔
№
120
・
121
〕
な
ど
生
活
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

Ｅ　

稽
古
（
19
件
）　

四
月
二
十
九
日
か
ら
見
廻
り
日
以
外
か
半
日
交
替
で
鑓
・
太

刀
の
稽
古
を
行
う
〔
№
056
〕。
ま
た
、七
月
三
日
か
ら
鉄
砲
の
稽
古
も
行
う
〔
№
152
〕。

他
藩
か
ら
も
稽
古
に
来
て
お
り
、
と
く
に
白
河
藩
士
（
阿
部
家
）
が
よ
く
来
て
い

て
い
る
〔
№
073
・
118
・
129
・
139
・
176
〕。
こ
の
ほ
か
、
西
国
を
武
者
修
行
し
て
き

た
門
馬
運

（
運
兵
衛
）平

と
三
島
重
次
の
二
人
が
鑓
術
披
露
を
行
っ
て
い
る
〔
№
091
〕。

Ｆ　

外
出
（
25
件
）　

四
月
朔
日
か
ら
暇
願
い
を
出
し
、よ
く
外
出
し
て
い
る
〔
№
013
〕。

主
に
洗
湯
や
外
食
の
た
め
で
、
久
保
町
（
港
区
）
で
洗
湯
の
あ
と
、
ど
じ
ょ
う
鍋

〔
№
015
〕
を
食
べ
に
、
ま
た
上
野
（
台
東
区
）
方
面
に
、
猪
や
鹿
肉
を
食
べ
る
「
け

だ
も
の
屋
」
に
行
き
〔
№
094
〕、
日
本
橋
本
町
（
中
央
区
）
で
う
ど
ん
や
そ
う
め

「万日記」文久3年4月10日～14日の部分（№29～36）
　4 月 11 日に夜、12 日に昼の見廻り場所が各々記されている。

3



ん
を
食
べ
て
い
る
〔
№
095
〕。

　
　

神
社
仏
閣
や
名
所
の
見
物
に
も
出
か
け
、
王
子
稲
荷
・
飛
鳥
山
（
北
区
）〔
№

078
〕、
高
輪
（
港
区
）・
品
川
（
品
川
区
）〔
№
081
〕、
浅
草
（
台
東
区
）〔
№
089
〕、

神
田
明
神
（
千
代
田
区
）・
上
野
（
台
東
区
）〔
№
094
〕、
深
川
（
江
東
区
）〔
№
096
〕、

金
比
羅
（
港
区
虎
ノ
門
）〔
№
116
〕、赤
羽
根
水
天
宮
（
港
区
）〔
№
157
〕、日
蔭
町
（
港

区
）〔
№
051
・
160
〕、
芝
（
港
区
）
の
神
明
前
〔
№
051
〕・
増
上
寺
〔
№
171
〕、
神
田

明
神
で
相
撲
見
物
〔
№
138
〕、
な
ど
江
戸
を
隈
な
く
廻
っ
て
い
る
。

Ｇ　

食
事
（
７
件
）　

伊
勢
屋
と
い
う
料
理
屋
か
、
酒
や
肴
を
注
文
し
屋
敷
内
で
食

し
て
い
る
〔
№
011
・
048
・
050
・
092
〕。

Ｈ　

藩
主
（
３
件
）　

藩
主
相
馬
充
胤
の
行
動
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
出
府
〔
№
014
〕
と
登
城
〔
№
018
〕、
そ
し
て
、
四
月
十
五
日
本
所
屋
敷
浪

士
取
締
り
の
日
、
麻
布
中
屋
敷
の
妙
見
社
に
家
臣
の
無
事
を
祈
り
二
度
参
詣
し
た

と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
〔
№
041
〕。

Ｉ　

祈
祷
（
７
件
）　

藩
主
が
中
村
在
住
の
と
き
中
村
妙
見
社
で
祈
祷
し
た
御
守
を

頂
戴
し
た
こ
と
〔
№
017
〕。
鉄
次
郎
自
身
も
麻
布
の
妙
見
社
に
参
詣
し
て
い
る
〔
№

049
・
087
・
134
・
150
〕。
四
月
十
四
日
の
本
所
屋
敷
の
件
が
あ
っ
て
別
当
麻
布
不
動
院
で

の
祈
祷
と
御
守
の
下
賜
が
な
さ
れ
た
〔
№
047
〕。
ま
た
、
屋
敷
内
で
難
病
が
多
く

み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
祈
祷
も
行
わ
れ
た
〔
№
150
〕。

Ｊ　

情
報
・
事
件
（
13
件
）　

江
戸
で
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
事
件
に
つ
い
て
の
記

述
が
あ
る
。
仙
台
藩
伊
達
家
の
品
川
宿
泊
〔
№
034
〕、
浪
士
取
締
り
と
江
戸
で
の

殺
人
事
件
や
喧
嘩
〔
№
028
・
029
・
035
・
036
・
067
・
090
・
140
〕、
井
伊
家
異
国
船
打

ち
払
い
準
備
〔
№
064
〕、
役
人
の
不
正
〔
№
071
〕、
火
薬
爆
発
事
故
〔
№
113
〕
な
ど

で
あ
る
。
そ
し
て
、
将
軍
家
茂
が
京
都
か
ら
江
戸
城
帰
着
に
お
け
る
江
戸
市
中
の

混
乱
ぶ
り
も
書
か
れ
て
い
る
〔
№
124
・
125
〕。

Ｋ　

書
状
（
４
件
）　

鉄
次
郎
は
、四
回
在
所
（
領
内
）
へ
手
紙
を
送
っ
て
い
る
〔
№

058
・
080
・
088
・
100
〕。

Ｌ　

火
事
（
８
件
）　

主
に
、
六
月
三
日
、
江
戸
城
西
の
丸
ま
で
焼
失
し
た
江
戸
大

火
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
火
が
外
桜
田
上
屋
敷
に
近
づ
い
て
お
り
、
非
常
時
の
様

子
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
〔
№
101
～
106
〕。
こ
の
ほ
か
に
も
、
江
戸
お
よ
び
近

辺
の
火
事
の
記
述
が
あ
る
〔
№
046
・
149
〕。

Ｍ　

そ
の
他（
12
件
）　

節
句
祝〔
№
063
〕。
地
震〔
№
130
〕。
鉄
砲
手
入
料
受
取
り〔
№

075
〕。
京
都
や
在
所
の
情
勢
〔
№
141
・
143
〕。
味
噌
の
仕
送
り
〔
№
165
〕。
盆
見
舞
〔
№

170
〕。
二
百
十
日
〔
№
175
〕。
詰
合
中
、
天
候
の
み
で
記
載
の
な
い
も
の
が
四
日
あ

る
〔
№
052
・
111
・
137
・
147
〕。

Ｎ　

帰
郷
（
16
件
）

　
　

幕
府
に
は
内
緒
で
一
〇
〇
日
以
前
に
一
部
帰
郷
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
六
月

十
日
選
定
〔
№
115
・
117
〕、
七
月
十
一
日
か
ら
出
立
し
て
い
る
〔
№
158
・
163
・
166
・

167
・
172
〕。
こ
の
ほ
か
、
病
気
で
帰
郷
し
た
者
も
い
た
〔
№
126
・
127
・
174
〕。
そ
し

て
百
日
詰
が
終
わ
り
、
七
月
二
十
五
日
、
鉄
次
郎
も
帰
郷
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
準
備
に
追
わ
れ
た
〔
№
181
・
183
・
184
〕。

Ｏ　

出
立
（
10
件
）　

七
月
二
十
七
日
出
立
。
ほ
ぼ
同
じ
道
の
り
で
あ
る
が
七
日
間

掛
か
り
、
行
き
よ
り
二
日
多
か
っ
た
。
途
中
、
勿
来
関
が
通
れ
ず
海
岸
沿
い
で
国

境
を
越
え
た
〔
№
185
～
194
〕。
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七
月
二
十
七
日
、
朝
五
つ
時
（
午
前
八
時
頃
）
出
立 

→ 

松
戸
（
昼
）
→ 

我

孫
子
（
泊
）、
二
十
八
日
我
孫
子 

→ 

牛
久
（
昼
）
→ 

土
浦
（
泊
）、
二
十
九
日
土

浦
→ 
片
倉
（
昼
）
→ 

水
戸
（
泊
）、
晦
日
水
戸 

→ 

森
山
（
昼
）
→ 

石
町
（
泊
）、

八
月
朔
日
石
町 

→ 

神
岡
（
昼
・
泊
）、
二
日
神
岡 

→ 

大
津 

→ 

平
（
泊
）、
三
日

平 

→ 

広
野
（
昼
・
泊
）、四
日
広
野 

→ 

富
岡
（
昼
）
→ 

熊
ノ
町 

→ 

五
つ
頃
（
午

後
八
時
頃
）
帰
宅

Ｐ　

到
着
（
７
件
）　

無
事
到
着
し
た
鉄
次
郎
は
八
月
五
日
と
六
日
休
み
、
七
日
挨

拶
回
り
と
小
高
妙
見
社
参
詣
に
行
き
〔
№
195
～
200
〕、
次
の
言
葉
で
締
め
く
く
っ

て
い
る
〔
№
201
〕。

　
　
「
急
発
詰
合
一
統
、
無
難
に
て
大
慶
至
極
に
存
じ
奉
り
候
」

ま
と
め
に
か
え
て　

　

今
回
、「
万
日
記
」
に
お
い
て
、
そ
の
事
項
に
合
わ
せ
分
類
し
て
み
た
。
幕
末
期
、

地
方
か
ら
出
府
し
た
武
士
た
ち
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
見
聞
す
る
こ
と
が
あ
り
、
非

常
に
関
心
を
持
っ
て
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
内
容
の
豊
富
さ
は
ま
だ

ま
だ
多
く
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

「万日記」文久3年8月7日の部分（№198～ 201）
　最後に、無事役目を果たすことができた慶びが記されている。

「万日記」文久3年5月27日～6月朔日の部分（№93～97）
　稽古や江戸見物など江戸での生活の一端が窺える。

「万日記」にみる文久三年奥州中村藩江戸警備の在郷給人の動向

【
註
】

１　

村
田
明
家
所
蔵
、『
近
世
文
書　

第
九
集
』（
一
九
九
八　

野
馬
追
の
里
歴
史
民
俗
資
料

館
）
所
収　

一
～
五
七
頁
。

２　
『
福
島
県
史
学
研
究　

第
91
号
』　

福
島
県
史
学
会
（
二
〇
一
三
）

３　

№
９
‐
９
「
文
久
三
年
三
月
～
元
治
元
年
五
月　

京
江
戸
勤
番
雑
記
写
」（
横
長
帳　

佐

藤
愛
子
家
所
蔵
文
書
）『
原
町
市
史
５　

近
世　

資
料
編
Ⅲ
』　

原
町
市
（
二
〇
〇
七
）
所
収
。

六
六
一
～
六
八
六
頁

４　

各
大
名
に
つ
い
て
は
『
日
本
史
要
覧
』（
二
〇
〇
〇　

山
川
出
版
社
）
に
拠
っ
た
。
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№ 月　日 天　候 事　項 分　類

001 3月15日 再度急発選定面々へ急発支度するよう達しがあった。 Ａ 出府

002 3月18日
陣屋 22 日出発決まる。合力ほか給付。合力金 2 両 1 分、御扱金 1 両、
路用金 1 分 1 朱 75 文、下非常金半分御返し銭 3 貫 136 文、本馬 1 疋
につき金 2 分 310 文、荷本馬 4 人に 1 疋。

Ａ 出府

003 3月22日 晴天

冨沢利右衛門・井土川松多郎・井土川主土・渡部七兵衛・嶋清兵衛・
愛沢庄右衛門・田代鉄次郎、新山へ参り、御酒頂戴し出立。熊ノ町・
富岡それぞれまで見送りあり。中里勉・井土川恭助・渡部誠司郎、
熊ノ町南ノ原で追い附く。木戸で小高・南標葉郷方と合流。四ツ倉
泊り、旅籠 350 文。

Ａ 出府

004 3月23日 晴天 明け七つ時出立。植田昼。足洗泊り。杉浦菊右衛門・北仁右衛門・
大浦五藤左衛門・門馬兵次右衛門（御家中か）同道。 Ａ 出府

005 3月24日 終日雨天 孫昼 100 文。石神泊り 350 文。 Ａ 出府

006 3月25日 四つ頃より曇り、
九つ頃より快晴

明け七つ出立。小畑昼 100 文。北郷方追付く。稲吉泊り、旅籠 350 文。 Ａ 出府

007 3月26日 晴天

途中、土屋様奥様御通り拝す。松戸昼 100 文。千住へ八つ頃参り。
荷物、瀬川迄そこから船で数寄屋岸、翌 27 日五つ半ごろ屋鋪着。道
中装束にて休み、屋鋪まで鎗持分、北・小高・南標葉 44、5 人、中頭
衆 2 組にて引く。「誠勇々敷相見、江戸之道中何れも見物飛出候」

Ａ 出府

008 3月27日 晴天
裏御門より着揃い。奥座敷割合 10 畳間へ 8 人位。御賄いは 1 日中白
米 5 合割、汁に香物、薪は持分入用。膳椀、御上より渡し、代料に
て差上げ。鍋・羽釜・飯入の類、夫丸は御貸し。

Ａ 出府

009 3月28日 晴天 着いた夜より翌 1 日は一度、扶持 1 合 7 勺 4 才ずつ、酒・香物・汁
の三類何時なり御屋鋪参る。「江戸中結構所ニ御座候」 Ａ 出府

010 3月29日 晴天

足軽 70 人到着「何れも具足背負至極花々敷拝見申候」。屋鋪内に侍・
足軽・小人・夫丸 450 人余住居。屋鋪内見物、侍長屋西方より北方、
夫丸長屋南方より東方、御馬屋東方、鎗稽古場南方、大蔵北東方、
表御門西方、裏門北方。

Ａ 出府

011 3月晦日 少々曇、
四つ頃より晴天

伊勢屋より酒注文、誠司郎・恭助 3 人で呑む。 Ｇ 食事

012
4月朔日 朝より雨降る

一度扶持一人前 2 合ずつ御渡し。 Ｃ 給付

013 今日より他出御暇願い25人のうち5人ずつ、そのうち1人小頭付添。 Ｆ 外出

014 4月2日 明七つ頃より
終日雨

御家中触、殿様松戸止宿、明 3 日麻布着。正四つ時頃麻布御門にて
急発一統御目見、九つ時詰める。 Ｈ 藩主

015 4月3日 早天、曇り 久保町洗湯暇、中里勉・松本胖・小ノ田安之丞・天野定之助・田代
鉄司郎 5 人本町へ参り、ぶだ鍋・どじょう鍋沢山、酒養生。 Ｆ 外出

016 4月4日 晴天 長塚村鹿次郎・小高郷大井村甚左衛門、夫丸召使当日替り、大川原
村清次郎・浪江町佐多郎。 Ｄ 詰合

017

4月5日 終日雨天

殿様、詰合家中・給人一統安全のため、中村妙見社二夜三日祈祷、銘々
掛守 1 つ下され、郷々組頭が御礼。 Ｉ 祈祷

018

諸家登城仰付けらる。御当家、御用番松平豊前守へ留守居呼出、書
付にて仰蒙らる。惣家中・給人屋鋪触あり。
御府内取締り・市中浪士取締り
　15 万石羽州庄内　　酒井繁之丞
　11 万石相州小田原　大久保加賀守
　10 万石奥州白川　　阿部播磨守
　 8 万石上州高崎　　松平右京亮
　 6 万石奥州中村　　相馬大膳亮

Ｈ 藩主

019 4月6日 終日雨天 持参金、書記し印封、郷々大封、勘定奉行立合金子蔵へ入れる。持
参金 3 両から 15 両くらい。 Ｄ 詰合

020 4月7日 終日大雨 諸郷組頭・中頭呼出達し、「御徒士次り（見廻りのことか）」の繰出し
18 人、19 人ずつ出勤するよう。 Ｂ 市中廻

021 4月8日 終日大曇り 買物暇、井土川恭助・渡辺誠司郎・天野定之助・渡辺喜代杢・半谷
新右衛門、鎖鉢巻 500 文ずつ買う。 Ｆ 外出

022
4月9日 曇り

当日より御徒士次り 4、5 人ずつ。五つ半支度、四つ時揃い。 Ｂ 市中廻

023 96 人にて 68 人勤め、御合力は 68 人分。 Ｂ 市中廻

6



№ 月　日 天　候 事　項 分　類

024

4月9日 曇り

1 組人数上下 120 人位、先足軽 20 人、2 列遠士 20 人・1 人ずつ鎗持付、
2 列給人 18 人、蓑持 6 人、八丁堀 6 人、小人蝋燭持、中目（中目付 ?）
2 人（足軽・遠士の間、遠士・給人の間、若頭 1 人ずつ付添）。

Ｂ 市中廻

025 廻り場所、霞ヶ関・赤坂御門・青山参り、梅窓院（御昼）・百人町・
四ツ谷御門、霞ヶ関参り、八つ頃帰宅。 Ｂ 市中廻

026 持参品、陣笠・2 尺 5 寸棒、支度、割羽織小袴。 Ｂ 市中廻

027

4月10日 晴天

御徒士次り、鎖鉢巻・小袴を用いる様達しあり。 Ｂ 市中廻

028 浪士には公儀より扶持下さる面々もおり、浪士頭取もいた。そのう
ちでも乱妨する者は打果すよう達しあり。

Ｊ 情報・
事件

029 9 日晩、両国にて打果てられた者 2 人、浪士の様子、3 日晒しもの。 Ｊ 情報・
事件

030
4月11日 曇り、

四つ頃無類の晴天

水戸様京都より下り着く。当日より昼夜の廻り。今晩より鎗持願い
済み。 Ｂ 市中廻

031 夜の廻り、霞ヶ関・赤坂御門・牛込愛染院、夜飯屋なきより弁当、
梅漬 1 つ、丸漬大根 2 きれ、御茶。 Ｂ 市中廻

032

4月12日 天気

昼廻り、四つ繰出し、幸御門・久保町榎坂・青山五十町・梅窓院（御
昼）・百人町通り・四ツ谷・霞ヶ関出口、九つ半帰宅。 Ｂ 市中廻

033
門馬与次右衛門先生御供、志賀甚三郎・石川三弥・岡田要之助・門
馬清兵衛・天野定之助、芝居町より久保町。諸品高値で、1 分くら
いの品も 500 文で買う。

Ｆ 外出

034
4月13日 朝曇り、

四つ頃より晴天

仙台様、品川泊り、四つ頃着殿、渡部誠司郎・松本胖と 3 人ばかり
に申す。

Ｊ 情報・
事件

035 赤羽根、打果たされた侍 1 人、年頃 25 才。 Ｊ 情報・
事件

036

4月14日 晴天

早朝、赤羽根参り、一円こも掛けされ死人見えず。死人溝口主膳正
家来、打った者浪士躰、詳細不明。

Ｊ 情報・
事件

037 八つ頃大急触、本所三笠町小笠原屋鋪へ浪士 500 人余住居、頭取召
捕るよう、当家、山岡鉄多郎召し捕り。 Ｂ 市中廻

038 品川のほう 1 組指出し 130 人、四番手まで繰出し。 Ｂ 市中廻

039

本所小笠原押寄せ方、
　酒井繁之丞　：上下 500 人余、大手の門。
　大久保加賀守：上下 500 人余、東の方固め、白鉢巻。
　阿部播磨守　：上下 400 人余、搦手門。
　松平右京亮　：手替え上（ママ）にて 300 人余、南固め。
　相馬大膳亮　：4 月 14 日暮七つ詰、一番手二番手 130 人、夜品川
　　　　　　　　へ。三番手 15 日朝六つ半時詰、四番手四つ時品川
　　　　　　　　替り詰。北方固め、鎗持・具足着す。

Ｂ 市中廻

040
4月15日 晴天

本所へ押寄せ 2500 人余、何れも着込み・具足着、両門固めより押入
るが、一先ず引取り本陣控え、輩の内浪士 11 人頭取者切腹、7 人縄
付け、備触あり、九つ頃諸備引取り、品川詰合 16 日朝六つ半時帰宅。
「偏神仏の御力と奉感候」

Ｂ 市中廻

041 殿様大気に御心痛になり、家来無難のため、1 日 2 度妙見社参詣。 Ｈ 藩主

042 4月16日 天気 品川詰合、六つ時帰宅。 Ｂ 市中廻

043 4月17日 晴天
朝五つ時、中頭より達し、市中廻り当番の外、麻布出殿、四つ時揃
い、九つ時御目見。御広間にて「相実ニ難有儀、御意蒙、泪流之程」、
一同へ酒 3 合ずつ下され、殊に煎染迫（?）頂戴。

Ｃ 給付

044 4月18日 九つ頃大雨、
八つ半頃天気

御徒士次り（見廻り）の合力、1 ヶ郷 14 両、百日積り、三ヶ二（?）
下され、1 組 25 人割、1 人に付 2 分 500 文ずつ、諸入用引きて正金　
2 分 1 朱ずつ受取。

Ｃ 給付

045 4月19日 天気 三嶋文司・渡辺誠司郎と 3 人、どじょう鍋・酒養生に用いる。 Ｇ 食事

046
4月20日 少々曇り、

小雨少々間降る

四つ時、麻布一本木で出火、火消し大勢馬乗り、通りにぎやか。九
つ頃湿り、多分の焼はなし。 Ｌ 火事

047 去る 14 日大変につき、殿様、別当不動院へ祈祷申付け、急発詰合人
数に御守下される。 Ｉ 祈祷

「万日記」にみる文久三年奥州中村藩江戸警備の在郷給人の動向
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№ 月　日 天　候 事　項 分　類

048 4月21日 晴天 伊勢屋に酒注文、仲間一同にて食べる。 Ｇ 食事

049 4月22日 天気 一同妙見社へ参詣、朝飯前後。 Ｉ 祈祷

050 4月23日 晴天
相組中養生して、日本橋へ魚買い、中里勉・渡辺源之助・門馬清兵
衛 3 人、3 貫文肴買取り、伊勢屋より酒取寄せ、南郷（南標葉郷）8　
人喰い。

Ｇ 食事

051 4月24日 天気 天野定之助・渡部誠司郎と久保町洗湯参り、日かけ（蔭）町・神明
前見物。 Ｆ 外出

052 4月25日 終日曇り夕刻少々雨（天候の記載のみ） Ｍ その他

053 4月26日 終日雨天 今日より屋鋪内洗湯出来、湯銭 10 文ずつ、町家湯銭 12 文、茶は 8 文。 Ｄ 詰合

054 4月27日 曇り 御家中岡田惣兵衛病気のため昨夜死去、病体は疫病。 Ｄ 詰合

055 4月28日 曇り、
四つ頃より晴天

暑気日々相増し暮兼ねにより、座敷割替え、両（北・南）標葉座論な
どあり、甚だ迷惑。 Ｄ 詰合

056

4月29日 晴天

当日より鎗・太刀稽古半日替り。 Ｅ 稽古

057
蚊帳買求める様達し、組頭衆小頭付添、赤羽根の竹屋にて当組 10 畳
吊り蚊帳 2 両、もし不要の場合は 1 ヶ月 1 割で返済。
七つ時、浪士屋鋪に参る、用件不明。

Ｄ 詰合

058 5月朔日 朝より曇り、
九つ頃より雨降る

宇多郷山上村佐藤庄多郎、飛脚同様下り、御在所書状頼み。
この夜大雨。「御在所（領内）ひでりの様子承り、多分此雨ハ御在所
迄降る可申存候、乍遠方悦居申候」

Ｋ 書状

059
5月2日

朝雨、四つ頃より
九つ頃迄少々降
る、それより又大
雨降る

市中廻りのとき、夜食が出るが粗末なので、1 度 1 杯のつもりで代
渡しか、米にての渡しか、のどちらか勝手次第に決まる。 Ｂ 市中廻

060 詰合小人病気、死去、ころり病（コレラ）かと思われたが、卒中だった。 Ｄ 詰合

061 5月3日 晴天 稽古人沢山出席し道具は取付け難しい、道具は御上より貸付。但、　
2 組外持分用意。 Ｅ 稽古

062 5月4日 天気 渡辺誠次郎、山下参り、どじょう鍋・酒食い申す。 Ｆ 外出

063

5月5日 晴天

節句祝、肴求め天野定之助 2 人外夫丸、久保町・兼房町土橋参り。
生肴無く塩引 2 本求め、鬮取、酒・餅嗣（?）で大祝儀をする。 Ｍ その他

064
昨日（5 月 4 日）英国へ応接が及ぶが、弥々打払いしなくてはならな
い状況。江州井伊様毎度横浜・神奈川固めのため、八つ頃外桜田通
る。その勢 8 丁ほど行列、大砲 18 丁通る。

Ｊ 情報・
事件

065
御当家様にて遠士方節句御礼のため麻布へ出殿、市中廻り是まで通
り、ただし、防戦のため神奈川表での人数繰出し心得る様達しの趣、
中頭衆よりあり。

Ｂ 市中廻

066
5月6日 曇り

中頭衆品川出張、神奈川表出陣の場所見物のため。 Ｂ 市中廻

067 青山辺りで乱妨あり、御廻り人数心配していたところ、段々話を聞
けば、旗本三男、駕籠屋へ賃銭で物言いをしたことであった。

Ｊ 情報・
事件

068 5月7日 天気 暑気除きのため、酒肴買求め食す。 Ｇ 食事

069
5月8日 薄曇り

屋鋪内少々かくらん病（暑気あたりの病）あり。大暑凌ぎかねるほど
である。 Ｄ 詰合

070 井土川恭助と 2 人で稽古参り、人が少なかったので稽古が沢山でき、
道具の使用も差支えなし。 Ｅ 稽古

071 5月9日 晴天、
無類の酷暑

昨晩神奈川・横浜両所一乱ありと聞き、宇多郷・中郷より 2 人、今
朝明け七つ出立、暮六つ過ぎ帰宅。いたって穏かとのこと。
なお一ツ橋様（慶喜）下り、御昼横浜にて、同所役人呼寄せ曲直を糺
し、まったくの迷惑次第であったが、金子の旨であったので、大八
車に十余金子遣わされたところ、穏やかになる。幕府の使者 2 人参
り他言致さぬよう、尤も使者は商人支度。

Ｊ 情報・
事件

072 5月10日 天気烈しく 梅窓院門前、侍 2 人駕籠屋で暴れる、近辺より大勢集まり、駕籠屋
店主斬られ混雑致し、御当家廻り御昼場天徳寺に替る。 Ｂ 市中廻

073 5月11日 朝曇り、
四つ頃晴天

白川阿部播磨守様 6 人稽古に参り、みな名人方。 Ｅ 稽古
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№ 月　日 天　候 事　項 分　類

074 5月12日 晴天、風あり 渡部誠司郎と他出、久保町参り、洗湯、酒肴養生。 Ｆ 外出

075 5月13日 鉄炮手入料 1 丁 53 文ずつ受取。 Ｍ その他

076 5月14日 時雨降る 天野定之助と山下参り、洗湯、酒肴養生、どじょう 20 疋鍋 100 文、
酒 1 合 100 文ずつ。 Ｆ 外出

077 5月15日 朝曇り、
昼より晴天

他藩稽古、何れもはげしく稽古あり。 Ｅ 稽古

078 5月16日 晴天、風あり 志賀専蔵殿・半谷新右衛門殿・山尾清兵衛殿と 4 人、王子稲荷から
飛鳥山見物参り。 Ｆ 外出

079 5月17日 晴天 仲間にて 1 人かくらん病あり、高城先生に頼み薬用、次第全快。 Ｄ 詰合

080
5月18日 天気酷暑、

夕七つ頃雷雨
書状認め在所へ下し。 Ｋ 書状

081 高輪より品川見物、仲間志賀甚三郎・渡辺誠次郎と 3 人参り。 Ｆ 外出

082

5月19日 朝曇り

屋鋪触、日光表の御固め人数指出命令の趣あり、6 大名帰番御勤め
となる。 Ｄ 詰合

083
門馬運兵衛先生、三嶋十次殿御供登り仰付けらる、鎗修業九州より
四国やな川辺り修業し、今日七つ頃三嶋氏帰宅、上方あたり至って
穏かとのこと。

Ｄ 詰合

084 暑気除け薬 7 貼下さる。 Ｃ 給付

085 5月20日 朝大雨 （門馬）運兵衛先生帰着。 Ｄ 詰合

086 5月21日 晴天 三嶋氏、南郷座敷引移る、御扱は急発同様とする。 Ｄ 詰合

087 5月22日 天気朝甚だ寒し、
風あり

麻布妙見社へ参詣、一統済む。 Ｉ 祈祷

088 5月23日 晴天、朝曇る、
四つ頃晴れる

昨日（5 月 22 日）、在所に嶋屋飛脚で書状下す。 Ｋ 書状

089 5月24日 晴天、少々風あり、
至って寒し

天野定之助殿・渡辺誠司郎殿・岡田要之助殿 4 人、浅草見物参り。 Ｆ 外出

090
5月25日 昼頃より曇る

昨夜（5 月 24 日夜）小石川西の辺り、人殺しあり、殺された者煙草商
人の由。

Ｊ 情報・
事件

091 門馬運平（運兵衛）先生、三嶋重次殿、演武場で稽古引立てあり、中
頭衆出て見届け、御上達の趣、御覧あり。 Ｅ 稽古

092 5月26日 朝より曇る、
時々雨降る

伊勢屋に酒注文、刺身を食す、渡辺・中里・志賀・天野・大曲・岡田・
梅田・菅野・半谷と。 Ｇ 食事

093 5月27日 曇り 稽古参り、当日より改めて与次右衛門先生帳面控え、組頭出席し、
1 人ずつ控え申上げる様達しあり。 Ｅ 稽古

094 5月28日 朝より曇り 天野定之助殿・梅田伝左衛門殿 3 人、神田明神・植野（上野）常□山
見物、けだ物屋（獣肉屋）参り、いろいろ取出し食す。 Ｆ 外出

095 5月29日 朝より曇る、四つ頃
より七つ頃雨降る

渡部誠次郎・井戸川暁助 3 人、本町にて、うむとん（うどん）、そうめん、
酒取出し食す。 Ｆ 外出

096 5月晦日 晴天、八つ半頃よ
り俄に大雨降る

三嶋重次殿・渡部誠次郎・井戸川恭助 4 人、深川見物。 Ｆ 外出

097

6月朔日 天気

徒士次り、合力金 1 人につき 1 分ずつ受取。 Ｃ 給付

098 昨夜（6 月朔日）、宇田郷小頭より相談あり、急発一同百日積り、50
日越えたので、交代願いについて。 Ｄ 詰合

099 一昨日（6 月朔日）より眼病流行、迷惑致し。 Ｄ 詰合

100 6月2日 晴天 嶋屋飛脚出立、在所へ書状認め下す。 Ｋ 書状

101

6月3日 晴天

南風烈しく、昨夜八つ半頃より飯倉五丁目より出火、翌朝四つ頃、
当屋鋪間近になり、重役衆指図あり、各々鉄炮持参、御道具麻布中
屋鋪へ送る様達しなり、当組 20 挺 7 人で送る、寅御門相馬大膳亮内
何の誰名乗り通るようとのこと。

Ｌ 火事

102

四つになり、西ノ丸出火、実に動揺、由井正雪の謀でもあるのかと、
西ノ丸九つ頃までに丸々焼け、虎の御門留めかね、金比羅様焼失、
詰合一同覚悟をきめ、支度改め、武具荷物御上御蔵入り、遠士・給
人一度に入置き混雑する。

Ｌ 火事

「万日記」にみる文久三年奥州中村藩江戸警備の在郷給人の動向
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№ 月　日 天　候 事　項 分　類

103

6月3日 晴天

御廻り人数一番手桜田門御固め仰付られ詰め、残り人数遠士・給人・
足軽・小人・夫丸に限らず屋根に登り水を掛け、何れ皆固める、殿
様登城、右の様子御覧になり、夫丸までも 1 人 3 合ずつ酒下さる。

Ｌ 火事

104 町方焼失家数 4000 軒余、虎ノ門前金毘羅様焼失、八つ半頃火留る。
「諸人大気に悦申候」 Ｌ 火事

105 その夜、また品川で出火、左程なく留る。 Ｌ 火事

106 七つ半頃雨降る、この火事で屋鋪内の怪我人なし。 Ｌ 火事

107 6月4日 晴天、酷暑 昨日入荷物、三嶋重次殿紛失、4、5 日過ぎ御徒士目附宿にあり。 Ｄ 詰合

108 6月5日 天気 凌ぎ兼ねにつき他出、久保町・日影丁（日蔭町）に参り、七つ頃帰宅、
井戸川恭助と 2 人。 Ｆ 外出

109
6月6日 晴天、少しも風な

し、無類の酷暑

何れも眼病にて難儀。 Ｄ 詰合

110 今晩より御廻り是までの人数 2 つに分け、2 丁（約 218 ｍ）ほど離れる、
大勢で廻るとその時だけ鎮まるのみだったので。 Ｂ 市中廻

111 6月7日 天気、風あり、暮らしよし、四つ頃雷雨、翌朝まで降る（天候の記載のみ） Ｍ その他

112
6月8日 時々曇り

御廻り、三拾三間堂休み、それより戻り南かやば（茅場）町にて又休
み、但し、御茶ばかり、今日より夜ばかり九つ頃戻り。 Ｂ 市中廻

113 朽木大城守という旗本、この前の出火のとき鉄炮薬埋置き、使者 3　
人で取掛ったとき薬に火が移り 3 人とも死去した。

Ｊ 情報・
事件

114 6月9日 朝曇り、
昼頃より大時雨

御屋鋪触廻る。 Ｄ 詰合

115
6月10日 晴天、極暑強し

組頭・中頭衆より呼出あり、当地穏かにつき、1 組 25 人内 6 人ずつ
宿本手廻りかねる者選定し下す様達しあり、幕府には府内廻れる人
数で来ていると申立ているので、表立ってはできないので少々ずつ
下るように内意あり。

Ｎ 帰郷

116 金毘羅詣。 Ｆ 外出

117 6月11日 晴天、暑気強し

下り人数選定した後、外 2 人選定するよう達しあり、小高郷志賀専
蔵殿・大曲市左衛門殿・北標葉郷猪苅萬次郎殿・渡辺四郎兵衛殿、
南標葉郷石川三弥殿・志賀文次殿・松本胖殿計　8 人（?）選定なる、
しかし下りの日の達しなく、土産など心掛る者あり。

Ｎ 帰郷

118 6月12日 晴天、風あり、
暮しよし

白川藩 4 人参り稽古。 Ｅ 稽古

119

6月13日 天気、風あり

飯倉町・芝・田町・高輪・品川辺り参る。志賀甚三郎・天野定之助
と 3 人で見物。 Ｆ 外出

120
今晩品川出火あり、宇多郷・中郷・小高郷 14、5 人ばかり屋根に上る、
御徒士目附衆と御作事方より御糺あり、当組　1、2 人おり申訳け翌
朝済む。

Ｄ 詰合

121 6月14日 晴天、
風あるが暑気強し

昨夜の始末、御徒士目附へは岡田要之助殿、御作事へは宇多郷渡部
国三郎殿・木幡幾右衛門殿、当組より志賀専蔵殿 4 人にて申訳けに
出て、早速済む。

Ｄ 詰合

122 6月15日 天気、風あり
中頭衆、諸郷組頭呼出、急下りの人数近々下るよう達しあり、居残
り人数も百日積り交代となるが、なお 1 組 25 人の内　4、5 人は 1 ヶ
年詰合となる。今夕はその人数は達しなし。

Ｎ 帰郷

123

6月16日 晴天、暑気強し、
少々風あり

石川三弥殿、出火の頃（6 月 13 日 ?）より不快、国元にて養生したく、
（医師）高城良三様病体書出し、 急下り指出願い、 斎藤勇八殿取次済
み。

Ｄ 詰合

124

八つ半頃、公方様（将軍）、御浜御殿から還御した様子もなく、他出
の面々が町方で聞いたところ、御浜御殿から（城まで）往来指留めと
なった。京都より船で 14 日七つ頃帰城したとの様子急飛脚中霞（?）
に掛ったところ、俗説に安芸様・長州様両国（現在の広島県・山口県）
で境界論があったとの飛脚あり。公方様海上に 3 日間、御台場より
御浜御殿に上り、一ツ橋様（慶喜）御迎え、両人同道で入城、しばら
く往来指留だったので、「諸人甚だ迷惑仕り候」。

Ｊ 情報・
事件
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125

6月17日 晴天、暑気甚だし

公方様、京より還御のこと、屋鋪触参り。 Ｊ 情報・
事件

126
石川三弥殿、病気により昨日急ぎ下るよう仰付られ、軽尻 1 疋、夫
丸 1 人、嶋惣右衛門様二男、是又下り同道のため出立、各々様書状
認め頼む。

Ｎ 帰郷

127

6月18日 晴天、少し風あり

今朝六つ時石川氏出立。仲間一統裏門まで見送り。 Ｎ 帰郷

128

今朝六つ時より諸大名登城。右につき昼前昼後暇願い済み、志賀専
蔵・半谷新右衛門・天野定之助・井土川恭助・渡部喜代杢・小野田
安之丞・渡部誠司郎・志賀甚三郎・松本胖の 9 人と昼前に済む、九
つ帰宅。

Ｆ 外出

129 昼後、白川藩 6 人稽古参る。何れも上手の面々。 Ｅ 稽古

130

6月19日
朝晴天、九つ頃よ
り雷雨、七つ頃ま
で降る

七つ時地震あり。 Ｍ その他

131
原野町村井慶助殿、親病気のため急下り暇願い、早速済み明日出立。
諸郷へ御見舞い、各々参るべきところ、小頭にて見廻る、その夜大
雷雨にて烈しかった。

Ｎ 帰郷

132 6月20日 晴天、風あり、昼後
より暑中甚だしい

今晩御廻り先、山下川岸で喧嘩ありとの様子、御徒士引き廻ったと
ころ、別条なく帰宅。 Ｂ 市中廻

133 6月21日 暑気強し

他出、梅田傳左衛門殿・半谷新右衛門殿・山尾清兵衛・天野定之助
殿と 5 人参ったところ、新大和屋女郎屋、兼ねて取扱いが粗末であっ
たことから、何方の藩中か 30 人手組み暴れ、家中逃出し、世帯道具
丸々打ちこわしの様子見参り。

Ｆ 外出

134

6月22日
朝雷雨夥し、まも
なく晴れ、又曇り
少々ずつ降る

妙見社参詣、昼後参り、時々雨にて難儀。 Ｉ 祈祷

135 白川藩 3 人稽古参り、5 月 23 日から同 28 日まで登らせる、公儀武
器組 32 人、但し 4 人立てにて、剣突鉄炮持参、木刀 1 本ずつ着す。 Ｅ 稽古

136 当日暑気烈しく暮し兼ね、暑気除御神酒用いる。 Ｇ 食事

137 6月23日 極晴天、暮し兼ねる（天候の記載のみ） Ｍ その他

138 6月24日 晴天 他出、神田明神参り、相撲見物、天野定之助と 2 人、晴天 7 日立つ。 Ｆ 外出

139 6月25日 無類の暑気、
九つ頃曇り

白川阿部播磨守家中 3 人、道場稽古参り、詰合大勢出る。 Ｅ 稽古

140

6月26日 昼頃より風あり

加藤様御廻り、両国の青柳という茶屋掛で浪士 3 人乱妨、2 人召捕り、　
1 人逃げるところ鎗で突く。

Ｊ 情報・
事件

141 西尾禮之助様京都へ登らせ、京都で浪士大勢召捕り、人数受取りの
ため。 Ｍ その他

142 越後村上内藤紀伊様家来五條京之進、当屋鋪に鑓稽古参る、随分上
手で当道場江戸でも 1、2 番という話あり。 Ｅ 稽古

143 6月27日 晴天、暑気強し 小高町近江屋金助、屋鋪に参り在所の様子を聞く、作方ことのほか
よろしいとのこと。 Ｍ その他

144 6月28日 昼前曇り、
それより晴天

今日より御廻り場所繰替え、市ヶ谷・牛込・小石川・谷中御廻り、
御休場は牛込赤木山。 Ｂ 市中廻

145
6月29日 天気、少々風あり

都甲伊左衛門様、御廻り最中八頃急死。 Ｄ 詰合

146 当日、他藩へ稽古に参り何れも出席するよう。 Ｅ 稽古

147

7月朔日

晴天、暑気烈しい、風あるが暮し兼ねる（天候の記載のみ） Ｍ その他

148
昨夜（6 月 29 日）触あり、今朝六つ時殿様登城、九つ時帰殿。今晩御
廻り場、霞ヶ関・麹町三丁目裏町通り横町四つ屋鋪・市ヶ谷御門・
寺町、正玄寺休み。

Ｂ 市中廻

149 夜四つ頃出火、品川浦沖舟。 Ｌ 火事

150

7月2日
曇り、
五つ頃時雨降る、
すぐに晴れる

昨日（7 月朔日）達し、難病追々相募りにつき、麻布不動院祈祷、麻
布妙見社詰合一統下々まで参詣、四つに参り、九つに帰宅。 Ｉ 祈祷

151

組頭・中頭衆呼出、直達。残暑強く数日勤労、御廻り人数へ御神酒
頂戴、1 人 3 合ずつ、御肴代料一人前 100 文ずつ。久保町より蕎麦
取寄せ、大気に頂戴し鉋（?）酒暴食により病発、医師より“以ての外”
と戒めをうける、何れも相心得る。

Ｃ 給付

「万日記」にみる文久三年奥州中村藩江戸警備の在郷給人の動向
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№ 月　日 天　候 事　項 分　類

152

7月3日
朝間時降り、
直ちに晴れ、
風あり、暮しよし

今日より麻布へ鉄炮数試し稽古に詰める、的打なし。 Ｅ 稽古

153 昨日（7 月 2 日）達しの通り、御守頂戴、斎藤勇八様麻布に参り留守
ゆえ、翌日志賀専蔵殿参り、1 人 1 守ずつ下さる。 Ｉ 祈祷

154 大川原村清十郎という召使欠落、山下に居るのを見つけ、縄付けて　
4、5 日置き、又奉公勤める。 Ｄ 詰合

155 今晩より御廻り場所替わる、本廻り青山辺り、小石川 2 夜廻りなり。 Ｂ 市中廻

156 7月4日 時々雨降る 昼前鎗稽古、越後内藤家来出る、昼後麻布鉄炮稽古に参り。 Ｅ 稽古

157 7月5日 晴天、
風あり、暮しよし、

赤羽根水天宮参詣参り、戻りかけ、赤羽根橋で、八つ頃月の側に星
見え、不思議である。 Ｆ 外出

158 7月6日 晴天、残暑強し

先達て（6 月 11 日）御下り選定、人数 31 人下るよう達し、先登り順
に下る。11 日出立宇多郷、13 日北郷、15 日小高・両標葉、志賀専蔵・
大曲市右衛門・岡田要之助・渡部四郎兵衛・志賀文治、右人数下り、
17 日中野郷出立。

Ｎ 帰郷

159 7月7日 晴天、
昼頃より時々曇り

当日七夕につき、稽古休み。 Ｅ 稽古

160 7月8日 朝七つ頃大雨降り、
五つより晴れる

他出願い済み、本町・日影町参り、久保町どじょう鍋・しちも鍋（しゃ
も鍋 ?）・御酒喰う。 Ｆ 外出

161 7月9日
曇り、五つ半頃降り、
八つより晴れる、
間もなく曇る

御廻り方降る（ママ）。
Ｂ 市中廻

162 7月10日 朝七つ半大雨降る、
五つ頃晴れる

今日残り人数半年勤め仰付けらる。渡部喜代杢殿病気につき、在所
知らせ書状家中渡辺富三様認め指下す。 Ｄ 詰合

163 7月11日 晴天、
四つ時時雨降る

宇多郷下り人数　7 人、六つ半時出立、裏御門で見送る。当日、御
廻り先供割する侍がいた。川越様藩の由。今日の徒士次り合力 280
文頂戴。

Ｎ 帰郷

164 7月12日
朝七つ頃大雨、
篠を突くよう降る、
四つ時頃小降り

今暁道場へ井戸川両人で人数なく参り。
Ｅ 稽古

165 7月13日 曇り 7 月 2 日（領内から ?）嶋屋へ味噌送り、今日屋鋪へ届く。 Ｍ その他

166 7月14日 晴天
明日当組より下り、久保町丸屋より蕎麦・饂飩取寄せ、酒 5 升祝儀。
同日千住に荷物送り、付添首尾方岡田要之助殿・大曲市右衛門殿出
立、一統裏御門まで見送り。

Ｎ 帰郷

167

7月15日 晴天

小高・両標葉出立、六つ時志賀専蔵殿・渡部四郎兵衛殿・猪苅万次
郎殿・志賀文次殿、一統裏御門まで見送り。 Ｎ 帰郷

168 北標葉座敷立払いにつき、斎藤勇八様・門馬清兵衛殿・梅田傳左衛
門殿、其の座へ引越。 Ｄ 詰合

169 昼後洗湯へ参り、山下通り鰌（どじょう）鍋養生用いる、同道天野定
之助。 Ｆ 外出

170

7月16日 晴天

鎗先生へ盆見舞いとして温麦 200 文分指上げ、小高・両標葉一統、
昨日（7 月 15 日）中頭衆見舞、金 1 朱酒 1 升指上げ、出銭 1 人 17 文
ずつ取立。

Ｍ その他

171
外出、芝の増上寺参詣、今日は御門上まで参詣、登口履物無用、1　
人につき 4 文ずつ「□づりヲル物（ママ）」あり、同道井戸川暁助・
渡辺誠司郎 3 人参り。

Ｆ 外出

172
7月17日 晴天、

今朝甚だ寒し
六つ時、中之郷方 7 人出立、裏門まで見送り。 Ｎ 帰郷

173 盆中は稽古休み、今夕より始める。 Ｅ 稽古

174 7月18日 晴天 北郷斎藤歌右衛門殿・宇多郷松本金次郎殿、病につき明日出立の予
定が、千住に荷物首尾方につき、今日出立、裏門まで送る。 Ｎ 帰郷

175 7月19日 晴天 今日は二百十日、五つ頃少々曇りだし、それより晴れ、月があった。 Ｍ その他

176 7月20日 晴天 内藤紀伊守より四条恭之進、白川藩田邑雄之丞・青木宗紀・牧村常吉・
井上守三郎・梅村惣三郎参り稽古す、詰合一統稽古烈しかった。 Ｅ 稽古

177 7月21日 天気 中頭金谷平左衛門様・池田喜左衛門様、宇多郷組頭佐伯源助様、給
家下りにつき頭衆として御下り、一統裏御門にて見送り。 Ｎ 帰郷
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「万日記」にみる文久三年奥州中村藩江戸警備の在郷給人の動向

№ 月　日 天　候 事　項 分　類

178 7月22日 少々曇り、
四つに少し降る

公方様、増上寺へ御下り、昨日（7 月 21 日）屋鋪触あり。今日四つ時
になるので、五つ頃から九つ頃まで戸締り、煙などまで出すこと無
用仰付けらる。

Ｄ 詰合

179 7月23日 明け七つ頃より雨
降る

召使の者、久保町まで雑事述べて出す。 Ｄ 詰合

180 7月24日 朝の間降り、
それより曇り

当日交代方参り、交代の方参る心得一節（一切 ?）なし、小高・両標葉、
裏門より九つ時着、荷物居宅に送り混雑した。 Ｄ 詰合

181

7月25日 曇り、
昼頃より降る

先詰め人数 2 日半支度、27 日出立仰付けらる。外出一統済み、交代
方、昼前・昼後半日ずつ済み、右詞物参り（挨拶まわり ?）。 Ｎ 帰郷

182
渡辺誠次郎殿・三嶋重次殿、交代の泉田熊喜殿と 4 人、山下より日
本橋本町より（ママ）登り、神明前・日影丁・久保町で御酒どじょう
鍋いろいろ取寄せ食す。

Ｆ 外出

183

7月26日 朝曇り、
昼より晴れる

昼前詞物参り、昼後より荷物拵え、交代方手伝い受け、混雑す、千
住に送り、首尾方井戸川暁助・菅野省吾・山田勘之助 3 人参り、御
扱路用貸銭下され頂戴す。

Ｎ 帰郷

184

これまで用膳椀一人前 438 文ずつ達しあり、指上げ膳は足無し椀・
二の椀・二つかさね 1 つ、指上げ申す、明日下りにつき祝儀の儀あり、
酒肴沢山取寄せ。
居組頭才藤勇八様、夜五つ半頃、俄かに病気になる、手足物言分か
りかね、何れも気の毒にと思い、早速医者高木良三様にみてもらっ
たところ、左程の病気でないとのこと、一統安心するが、2、3 日で
病死、骨で下る、山尾清兵衛殿居残り。

Ｎ 帰郷

185
7月27日 晴天

朝五つ時出立、中頭衆一礼、一統裏御門御出見送り受ける。 Ｏ 出立

186 松戸昼 100 文、我孫子泊 350 文。 Ｏ 出立

187 7月28日 牛久宿昼 150 文、土浦泊り、旅籠 350 文。 Ｏ 出立

188 7月29日 片倉昼 170 文、水戸泊 350 文。 Ｏ 出立

189 7月晦日 森山昼、石町泊 350 文、このところ大井村半谷新右衛門殿病気にて、
岡田傳左衛門殿、羽鳥村中里勉殿居残り。 Ｏ 出立

190 8月朔日 大雨 神岡参り、大雨にて九つより逗留、昼・泊りまで 400 文。 Ｏ 出立

191
8月2日

勿来の関岩落で通行難しく大津へ廻る、平泊 350 文。 Ｏ 出立

192 平・湯本間に藤宿（?）で三嶋重次殿、俄かに病気、渡部誠次郎・松
本胖 2 人居残り。 Ｏ 出立

193
8月3日 雨天

井戸川暁助殿大川原夜通し参り直ちに入参、私共の荷物を世話して
参る所、広野で御目にかかり、委細御話あり。 Ｏ 出立

194 道中筋難場で人馬指止、九つより逗留。昼より泊りまで 400 文。 Ｏ 出立

195 8月4日 晴天

富岡昼、熊ノ町へ参り、玉記殿鞍馬にて向い、検断参り酒頂戴す、
熊七つ半立ち、新山に参る、冨沢新右衛門様・冨沢金次様検断衆一
統御目にかかり、五つ頃帰宅す。御屋鋪御方無難にて御一統御出で
御目にかかりいろいろ物語す。

Ｐ 到着

196 8月5日 晴天 （なし） Ｐ 到着

197 8月6日 晴天 （なし） Ｐ 到着

198

8月7日

井戸川恭助殿と申合せ、小高妙見社に参詣、戻りに岡田村前にて、
半谷新右衛門殿御目にかかり病気順快にて御出でになる。 Ｐ 到着

199 当日、三嶋重次殿帰宅。 Ｐ 到着

200 耳谷村天野定之助殿に立ち寄り、いろいろお取出しがあったので頂
戴す、井戸川氏は御泊りになる。 Ｐ 到着

201 「急発詰合一統、無難ニ而大慶至極ニ奉存候」 Ｐ 到着
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仕
様
の
覆
輪
を
め
ぐ
ら
し
た
栗
色
塗
の
付
眉
庇
（
三

光
鋲
で
固
定
）。
中
央
に
唐
草
透
か
し
彫
り
、
金
銅
の
「
九
曜
紋
」
据
文
入
り
の

鍬
形
台
（
写
真
3
）
を
菊
鋲
で
据
え
付
け
る
。

　
　

鍬
形
台
に
金
箔
押
革
製
の
鍬
形
を
挿
す
。
鍬
形
は
先
端
の
幅
が
広
く
外
方
へ
開

く
形
状
。
前
立
は
尾
を
丸
め
た
龍
で
、
本
体
は
木
製
、
四
肢
は
鉄
製
で
あ
る
。

　
　

吹
返
は
鉢
の
腰
巻
、
眉
庇
と
同
仕
様
の
覆
輪
を
め
ぐ
ら
し
た
角
型
吹
返
。
赤
銅

の
「
亀
甲
に
花
角
紋
（
相
馬
亀
甲
紋
と
も
）」
の
据
紋
金
具
（
写
真
4
）
を
付
す
。

　
　

𩊱𩊱
は
黒
漆
塗
切
付
小
札
紺
糸
毛
引
威
五
段
下
り
の
饅
頭
𩊱𩊱
。
肩
摺
板
の
左
右
に

唐
草
文
、
九
曜
紋
の
透
か
し
彫
り
を
施
し
た
杏
葉
形
の
飾
り
金
具
（
写
真
5
）
を

付
す
。

　

㈡　
面
頬

　
　

鉄
錆
地
烈
勢
頬
（
写
真
6
）。
裏
面
は
朱
漆
塗
。
耳
が
付
属
し
、
黒
色
の
口
鬚

が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
顎
が
大
き
く
し
ゃ
く
れ
、
顎
下
に
は
汗
流
し
の
穴
と
花
菱

座
金
が
付
い
た
緒
便
金
が
二
本
付
属
す
る
。
頬
の
皴
の
打
ち
出
し
は
典
型
的
な
皴

と
異
な
り
、
枝
分
か
れ
し
た
鉤
爪
の
よ
う
な
曲
線
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
　

垂
は
黒
漆
塗
切
付
小
札
紺
糸
毛
引
威
四
段
下
り
。
裾
板
に
は
畦
目
・
緋
糸
菱
綴

一
段
、
五
か
所
に
透
か
し
猪
目
を
施
す
。

14



写真1　栗色塗縦矧二枚胴具足

奥州中村藩主・相馬家所用と考えられる甲冑　― 栗色塗縦矧二枚胴具足

15



写真3　鉢形台

写真4　吹返（左側）

写真5　𩊱の飾り金具 写真2　栗色塗三十二間筋兜

（側面）

（上面）

写真6　面頬（ウラ） （オモテ）
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垂
の
札
板
（
威
糸
、
裾
板
の
形
状
・
綴
な
ど
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
の
パ

ー
ツ
と
仕
様
が
異
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
後
補
の
パ
ー
ツ
と
み
ら
れ
る
。

　

㈢　
胴

　
　

栗
色
塗
縦
矧
二
枚
胴
（
写
真
7
）。
前
胴
中
央
に
鎬
を
設
け
た
鳩
胸
胴
様
式
で

あ
る
。
総
体
的
に
革
製
で
、
胸
板
、
押
付
板
、
肩
上
は
鉄
製
で
あ
る
。

　
　

前
胴
（
写
真
8
）
は
、
中
央
部
に
金
箔
押
の
大
き
な
九
曜
紋
の
据
文
が
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
九
曜
の
中
心
に
は
試
し
撃
ち
痕
の
へ
こ
み
が
見
ら
れ
、
表
面
の
金

箔
が
剥
が
れ
下
地
の
朱
漆
が
露
出
し
て
い
る
。
赤
銅
の
両
乳
鐶
を
付
す
。
胸
板
は

前
立
挙
中
央
の
蝶
番
で
繋
が
っ
て
お
り
、
兜
鉢
の
腰
巻
・
吹
返
と
同
仕
様
の
唐
草

毛
彫
り
の
赤
銅
覆
輪
を
め
ぐ
ら
し
、
中
央
部
に
赤
銅
の
亀
甲
に
花
角
紋
の
据
文
金

具
を
付
す
。
脇
板
は
胸
板
と
同
仕
様
で
あ
る
。

　
　

後
胴
（
写
真
9
）
は
前
胴
同
様
に
縦
矧
で
、
左
下
部
に
試
し
撃
ち
痕
の
へ
こ
み

が
見
ら
れ
る
。
発
手
右
側
に
唐
草
毛
彫
り
の
赤
銅
の
繰
締
鐶
を
付
す
。
後
立
挙
中

央
に
赤
銅
の
総
角
付
鐶
（
台
座
は
唐
草
透
か
し
彫
り
の
赤
銅
製
、
木
瓜
形
）
を
付

す
。
合
当
里
は
角
合
当
里
で
待
受
は
欠
損
し
て
い
る
。
押
付
板
は
胸
板
・
脇
板
と

同
仕
様
で
、
紺
糸
菱
綴
に
よ
り
後
胴
立
挙
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　
　

肩
上
（
写
真
10
）
は
、
蝶
番
で
押
付
板
と
繋
が
っ
て
お
り
、
切
付
小
札
紺
糸
毛

引
威
の
小
鰭
と
、
唐
草
毛
彫
り
の
赤
銅
覆
輪
を
め
ぐ
ら
し
た
障
子
板
（
写
真
11
）

が
付
属
す
る
。
肩
上
先
端
に
杏
葉
を
付
属
さ
せ
る
蝶
番
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に

付
く
は
ず
の
杏
葉
は
欠
損
し
、
代
わ
り
に
高
紐
に
結
び
付
け
る
タ
イ
プ
の
後
補
の

杏
葉
が
付
属
す
る
（
写
真
12
）。
杏
葉
に
は
九
曜
紋
の
据
文
金
具
が
付
属
す
る
が
、

据
文
も
後
補
と
み
ら
れ
る
。

写真8　前胴

写真9　後胴

写真10　肩上と立襟

写真11　障子板

写真7　胴
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押
付
板
か
ら
肩
上
の
内
側
に
、
立
襟
・
肩
当
が
付
属
す
る
（
写
真
10
・
13
・
14
）。

家
地
は
波
に
唐
花
文
の
緞
子
で
あ
る
。
立
襟
の
亀
甲
縫
の
内
部
に
は
、
本
来
あ
る

は
ず
の
亀
甲
金
が
縫
い
込
ま
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
小
縁
の
縫
い
目
が
粗
い
な
ど
総

体
的
に
仕
上
げ
が
甘
く
、
江
戸
期
の
作
と
は
見
え
ず
、
近
代
以
降
の
後
補
と
思
わ

れ
る
。

　
　

草
摺
は
黒
漆
塗
本
小
札
紺
糸
毛
引
威
で
七
間
五
段
下
り
。
腰
革
付
で
鞐
に
よ
る

着
脱
式
。
揺
糸
の
裏
に
は
六
間
の
布
帛
が
付
属
し
て
い
る
（
写
真
14
・
15
）。
従

来
こ
の
よ
う
な
布
帛
に
は
鎖
を
綴
じ
付
け
て
腰
鎖
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
が
、

本
布
帛
に
鎖
は
綴
じ
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
家
地
が
立
襟
・
肩
当
と
同
様
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
同
時
代
（
近
代
以
降
）
の
後
補
と
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
も

と
も
と
は
腰
鎖
が
付
属
し
て
お
り
、
後
世
の
補
修
の
際
に
そ
れ
を
模
倣
し
、
布
帛

の
み
取
り
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

㈣　
袖

　
　

黒
漆
塗
本
小
札
紺
糸
毛
引
威
七
段
下
り
の
大
袖
（
写
真
16
）。
緋
色
の
受
緒
、

懸
緒
、
水
呑
緒
を
付
す
。

　
　

冠
板
は
栗
色
塗
で
唐
草
毛
彫
り
の
赤
胴
覆
輪
を
め
ぐ
ら
す
。
化
粧
板
は
菖
蒲
革

を
張
り
、
唐
草
透
か
し
彫
り
の
赤
銅
八
双
金
物
（
亀
甲
に
花
角
紋
の
据
文
金
具
あ

り
）
を
三
点
付
す
（
写
真
17
）。
赤
銅
の
笄
金
物
は
唐
草
透
か
し
彫
り
で
九
曜
紋

の
据
文
を
付
す
（
写
真
18
）。
裾
板
は
紺
糸
菱
綴
二
段
、
前
後
端
に
透
か
し
猪
目

写真14　胴裏

写真15　草摺裏の布帛

写真16　袖

写真13　立襟（後部から）

写真12　肩上の先端と杏葉

（オモテ）

（ウラ）
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を
施
す
。

　

㈤　
籠
手

　
　

栗
色
塗
五
本
篠
籠
手
（
写
真
19
）。
上
腕
部
に
は
筏
金
を
散
ら
し
、中
央
に
「
丸

に
九
曜
紋
」
の
据
文
金
具
を
付
す
（
写
真
20
右
）。

　
　

手
甲
は
海
鼠
手
甲
で
、
通
常
の
手
甲
よ
り
親
指
・
掌
外
沿
の
側
面
に
一
枚
ず
つ

多
く
鉄
板
を
増
強
し
て
い
る
。
手
甲
中
央
に
上
腕
部
同
様
の
丸
に
九
曜
紋
の
据
文

が
見
ら
れ
る
が
（
写
真
20
左
）、
こ
ち
ら
は
上
腕
と
異
な
り
刻
苧
を
盛
上
げ
て
形

成
し
た
も
の
に
見
え
る
。
観
察
す
る
と
仕
上
げ
が
甘
く
、
後
世
に
補
修
も
し
く
は

新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　

上
腕
か
ら
前
腕
部
の
家
地
は
、
先
述
の
立
襟
・
肩
当
、
揺
糸
裏
の
家
地
と
同
じ

く
波
に
唐
花
文
の
緞
子
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
同
時
代
に
仕
立
て
直
し
が
行
わ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
脇
当
の
家
地
は
上
腕
か
ら
前
腕
部
と
異
な
り
、
枝
梅
文
の

緞
子
で
あ
る
（
写
真
21
）。
こ
の
枝
梅
文
の
緞
子
が
、
元
来
の
家
地
だ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
。

写真18　右袖の笄金物

写真17　右袖化粧板の八双金
　　　　具と「亀甲に花角紋」
　　　　の据文金具（拡大）

写真20　「丸に九曜紋」の据文
　　　　手甲（左）と上腕部（右）

写真19　籠手写真21　脇当の家地（上部）　上腕から前腕部
　　　　の家地と仕様が異なる。
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㈥　
佩
楯

　
　

栗
色
塗
伊
予
佩
楯
（
写
真
22
）。
踏
込

式
。
伊
予
札
は
一
列
二
十
五
行
の
五
段
下

り
。
力
革
、
於お

女め

里り

、
鞭
指
等
は
正
平
革
、

菖
蒲
革
、
伏
縫
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
裏

地
は
紺
麻
地
。

　
　

家
地
や
伊
予
札
の
塗
り
な
ど
、
ほ
か
の

パ
ー
ツ
と
比
較
し
て
仕
様
が
異
な
る
こ
と

に
加
え
、
小
縁
や
各
絵
革
の
縫
い
目
の
粗

さ
も
目
立
ち
品
質
が
劣
る
こ
と
か
ら
、
後

補
の
も
の
で
、
仕
立
て
も
近
代
以
降
に
行

わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

㈦　
臑
当

　
　

黒
漆
塗
七
本
篠
臑
当
（
写
真
23
）。
立

挙
は
紺
羅
紗
地
に
紺
糸
菱
綴
の
亀
甲
立

挙
。
家
地
は
胴
の
立
襟
・
肩
当
お
よ
び
籠

手
（
上
腕
か
ら
前
腕
部
）
に
同
じ
。
鉸
具

摺
革
は
合
皮
の
よ
う
な
素
材
で
作
ら
れ
て

い
る
。
小
縁
は
菖
蒲
革
。

　
　

篠
金
具
や
鎖
な
ど
の
金
具
類
は
古
い

部
材
を
使
用
し
て
い
る
が
、
仕
立
て
は
近

代
以
降
と
み
ら
れ
る
。
家
地
が
先
述
の
立

襟
・
肩
当
、
揺
糸
裏
、
籠
手
と
同
様
の
緞

子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
同
時
期

に
仕
立
て
直
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

㈧　
具
足
櫃

　
　

六
本
の
脚
が
付
属
し
た
唐
櫃
式
で
、
前
後
面
に
九
曜
紋
・
亀
甲
に
花
角
紋
が
浮

彫
り
さ
れ
て
い
る
（
写
真
24
・
25
）。
塗
り
は
後
補
と
み
ら
れ
る
。

　

㈨　
そ
の
他
（
采
配
）

　
　

本
甲
冑
の
も
と
も
と
の
附
属
品
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
が
（
後
述
）、
采
配

が
存
在
す
る
（
写
真
26
）。
柄
は
朱
漆
塗
で
、
柄
の
先
端
・
末
端
が
唐
草
毛
彫
の

金
銅
製
金
具
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
采
は
緋
絹
で
あ
る
。

　
　

采
配
に
は
収
納
箱
が
附
属
す
る
（
写
真
27
）。
総
体
が
黒
漆
塗
、
身
の
側
面
に

は
九
曜
紋
の
座
金
付
き
紐
金
具
を
付
す
（
写
真
28
）。
蓋
に
は
金
泥
で
「
毘
沙
門

再
拝　

平
昌
胤
」
と
記
さ
れ
る
。
平
昌
胤
と
は
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
五

代
奥
州
中
村
藩
主
の
相
馬
昌
胤
（
一
六
六
一
～
一
七
二
八
、
相
馬
家
二
十
一
代
当

主
）
と
解
さ
れ
る
。
毘
沙
門
再
拝
（
采
配
）
と
い
う
名
称
も
含
め
て
、
史
料
に
て

写真23　臑当 写真22　佩楯

写真24　具足櫃

写真25　具足櫃の浮彫り（左が前面、右が後面）
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本
采
配
の
記
録
を
確
認
で
き
て
い

な
い
た
め
、
現
段
階
で
相
馬
昌
胤

所
用
と
断
言
は
で
き
な
い
が
、伝
・

相
馬
昌
胤
所
用
と
は
い
え
よ
う
。

　
　

ま
た
、
本
采
配
に
つ
い
て
は
、

　

近
代
の
「
売
渡
証
」
が
残
っ
て

お
り
（
写
真
29
）、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
六
月
九
日
付
で
、

　
「
相
馬
胤
真
」
の
代
理
人
「
大
久

保
宇
三
郎
」
が
、「
舘
岡
虎
蔵
」

に
采
配
を
一
〇
〇
円
で
売
却
し
た
、

と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本

証
文
に
は
、
采
配
に
「
笄
」
が
附
属
し
て
い
る
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
笄

は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　

代
理
人
の
大
久
保
宇
三
郎
に
つ
い
て
の
情
報
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
売
主

の
相
馬
胤
真＊

５

は
、
藩
主
相
馬
家
一
門
衆
「
御
一
家＊

６

」
の
相
馬
将
監
家
出
身
で
、
相

馬
神
社
の
社
司
を
務
め
た
ほ
か
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
は
、
当
地
方
の
伝
統
行
事

で
あ
る
野
馬
追
の
総
大
将
も
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
買
い
手
の
「
舘
岡

虎
蔵
」
は
、
中
村
（
相
馬
市
中
村
）
の
商
人
だ
っ
た
舘
岡
虎
三＊

７

（
以
下
「
虎
三
」）

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
虎
三
は
好
事
家
で
郷
土
史
家
で
も
あ
り
、
相
馬
地
方
の
古
物

収
集
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
虎
三
は
こ
の
采
配
を
入
手

後
、
収
納
箱
の
外
箱
を
製
作
し
た
ら
し
く
、
現
存
す
る
外
箱
の
蓋
裏
に
は
「
舘
岡

家
蔵
」
と
箱
書
き
が
あ
る
（
写
真
30
）。
売
渡
証
と
箱
書
き
に
よ
り
、
采
配
が
少

な
く
と
も
大
正
時
代
に
は
相
馬
胤
真
や
舘
岡
虎
三
が
所
有
し
て
い
た
、
つ
ま
り
相

馬
地
方
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

な
お
、
虎
三
の
子
孫
で
あ
る
舘
岡
敏
美
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
同

写真26　采配

写真29　売渡証　大正 12 年（1923）6 月 9 日　相馬胤真
　　　　（代理人・大久保宇三郎）から舘岡虎蔵

写真28　収納箱の紐金具

写真30　外箱の箱書き 写真27　采配の収納箱
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氏
の
母
か
ら
の
伝
わ
る
話
と
し
て
「
相
馬
の
殿
様
の
采
配
が
自
宅
に
あ
っ
た
が
、

昭
和
三
十
年
代
に
売
却
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
敏
美
氏
が
言
う
「
殿
様
の
采

配
」
が
本
采
配
に
該
当
す
る
と
断
言
は
で
き
な
い
が
、
関
連
性
を
想
起
さ
せ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

以
上
、
甲
冑
お
よ
び
附
属
品
の
概
要
を
述
べ
た
。
甲
冑
は
適
度
に
加
飾
が
施
さ
れ

た
当
世
具
足
で
あ
り
、
八
幡
座
、
据
文
金
具
、
覆
輪
等
の
金
具
類
は
絢
爛
豪
華
と
は

い
え
な
い
が
相
応
の
丁
寧
な
細
工
が
施
さ
れ
、
技
術
水
準
の
一
定
の
高
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。
総
体
の
造
形
や
装
飾
か
ら
江
戸
時
代
の
製
作
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
く
、

製
作
年
代
を
少
し
絞
る
な
ら
ば
、
本
来
で
あ
れ
ば
当
世
具
足
に
必
要
が
な
い
装
置
で

あ
る
障
子
板
が
附
属
す
る
な
ど
、
甲
冑
へ
の
加
飾
の
度
合
い
が
増
し
て
く
る
、
江
戸

時
代
中
期
以
降
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

兜
、
胴
、
袖
に
つ
い
て
は
、
据
文
金
具
や
覆
輪
等
の
仕
様
か
ら
み
て
同
作
と
考
え

ら
れ
る
。
籠
手
は
別
パ
ー
ツ
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
後
世
に
補
修
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

手
甲
の
据
文
を
除
け
ば
、
上
腕
部
の
据
文
金
具
も
相
応
に
丁
寧
で
あ
り
、
兜
や
胴
の

栗
色
塗
と
の
一
定
の
統
一
性
は
感
じ
ら
れ
る
。

　

面
頬
、
佩
楯
、
臑
当
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
パ
ー
ツ
と
仕
様
が
大
き
く
異
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
後
補
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
胴
の
立
襟
・
肩
当
と
揺
糸
裏
、
籠
手
、

臑
当
の
家
地
は
同
仕
様
（
波
に
唐
草
の
緞
子
）
で
あ
り
、
縫
い
目
を
は
じ
め
仕
立
て

の
粗
さ
が
見
え
、
江
戸
時
代
の
甲
冑
師
の
仕
事
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
パ
ー
ツ

は
近
代
以
降
の
同
時
期
に
仕
立
て
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
胴

の
杏
葉
も
同
時
期
に
後
補
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

二
、
所
用
者
の
考
察

　

本
甲
冑
に
は
、
製
作
し
た
甲
冑
師
等
の
銘
も
な
く
、
所
用
者
名
を
は
じ
め
、
正
確

な
年
代
等
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
が
見
当
た
ら
な
い
。
唯
一
、
采
配
が
相
馬
昌
胤

所
用
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
情
報
が
僅
少
で
あ
る
前
提
の

も
と
、
以
下
に
、
中
村
藩
主
相
馬
家
所
用
と
考
え
る
に
至
る
考
察
お
よ
び
付
随
す
る

知
見
を
述
べ
る
。

　

㈠　
甲
冑
各
所
の
家
紋

　
　

江
戸
時
代
の
大
名
家
の
甲
冑
は
、
武
家
の
表
道
具
の
証
と
し
て
、
各
所
に
金
物

や
蒔
絵
等
で
自
家
の
家
紋
を
表
す
こ
と
が
多
い＊

８

。
し
た
が
っ
て
、
家
紋
か
ら
、
所

用
し
た
家
系
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

本
甲
冑
に
お
い
て
は
、
兜
、
胴
、
袖
、
籠
手
に
九
曜
紋
や
亀
甲
に
花
角
紋
と
い

っ
た
、
奥
州
中
村
藩
主
相
馬
家
の
み
が
使
用
し
た
家
紋
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
同
家
に
お
い
て
所
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
相
馬
家

は
そ
う
大
き
く
な
い
大
名
家
で
は
あ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
金
具
類
の
細
工
に

は
大
名
具
足
と
し
て
一
定
の
水
準
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

ま
た
、
甲
冑
各
所
の
家
紋
の
う
ち
、
亀
甲
に
花
角
紋
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
少

な
く
と
も
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
以
降
と
考
え
ら
れ
る＊

９

。
当
時
の
藩
主
は
七
代

藩
主
相
馬
尊
胤
（
一
六
九
七
～
一
七
七
二
、
相
馬
家
二
十
三
代
当
主
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
亀
甲
に
花
角
紋
が
観
察
で
き
る
こ
の
甲
冑
は
、
相
馬
尊
胤
以
降
の
当
主
、

も
し
く
は
子
弟
の
所
用
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　

な
お
、
一
︱
㈨
で
述
べ
た
、
采
配
の
所
用
者
と
考
え
ら
れ
る
相
馬
昌
胤
は
、
そ

の
亀
甲
紋
を
使
用
し
は
じ
め
た
と
い
う
寛
保
二
年
の
時
点
で
亡
く
な
っ
て
い
る

（
享
保
十
三
年
［
一
七
二
八
］
死
去
）。
と
す
る
と
、
甲
冑
と
采
配
の
製
作
年
代
は

異
な
る
も
の
と
な
る
。
現
在
は
一
式
と
な
っ
て
い
る
甲
冑
と
采
配
は
、
も
と
も
と

一
式
で
は
な
か
っ
た
と
同
時
に
、
昌
胤
が
甲
冑
の
所
用
者
で
あ
る
可
能
性
は
ほ
ぼ

な
い
と
も
い
え
る
。
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㈡　
史
料
に
よ
る
本
甲
冑
に
関
す
る
記
載

　
　

本
甲
冑
そ
の
も
の
を
単
刀
直
入
に
示
す
史
料
は
、
管
見
で
は
確
認
し
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
一
︱
㈠
お
よ
び
一
︱
㈢
で
述
べ
た
よ
う
に
、
兜
・
胴
は
革
製
で
あ

る
。
革
製
の
甲
冑
に
つ
い
て
は
、
相
馬
家
の
年
譜
『
相
馬
藩
世
紀
』
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
十
一
月
八
日
の
条
に
、
奈
良
居
住
の
甲
冑
師
「
春
田
丹
波
」
に
発

注
し
て
い
た
「
革
御
具
足
」
が
完
成
し
た
、
と
い
う
記
載＊1

＊

が
あ
る
。

　
　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
春
田
丹
波
作
の
革
具
足
に
は
小
具
足
と
し
て
「
脇
引
・

ま
ん
■
■
■
が
付
属
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
ま
ん
■
■
■
と
は
満
智
羅
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
　

本
甲
冑
に
は
脇
引
と
満
智
羅
は
付
属
し
て
お
ら
ず
、
史
料
の
記
載
と
本
甲
冑
の

仕
様
は
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
甲
冑
は
寛
保
二
年
に
完
成
し
た
春
田
丹
波
作

の
革
具
足
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
脇
引
や
満
智
羅
と
い
っ
た
小

具
足
が
紛
失
、
欠
損
す
る
こ
と
は
ま
ま
あ
り
得
る
た
め
、「
革
具
足
」
と
い
う
共

通
点
が
記
載
さ
れ
た
数
少
な
い
史
料
と
し
て
、
ま
た
今
後
の
研
究
材
料
と
し
て
紹

介
し
た
。

　

㈢　
近
代
野
馬
追
で
使
用
し
て
い
た
可
能
性

　
　

本
甲
冑
は
、
当
地
方
の
伝
統
行
事
で
あ
る
野
馬
追
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
以
下
に
そ
の
要
点
を
紹
介
す
る
。

　
　

①　
左
袖
に
付
属
す
る
紐
罠

　
　
　

明
治
時
代
以
降
の
野
馬
追
で
は
、
祭
礼
出
馬
者
の
所
属
、
役
職
、
氏
名
を
示

す
た
め
、
左
肩
に
「
肩
印
」
を
付
け
る
慣
習
が
あ
り＊1

＊

（
写
真
31
）、
そ
れ
を
付

す
た
め
、
自
身
が
着
用
す
る
甲
冑
や
陣
羽
織
の
左
肩
に
、
紐
罠
等
の
装
置
を
仕

付
け
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

　
　
　

本
甲
冑
に
も
、
左
袖
の
化
粧
板
付
近
の
み
紐
罠
が
付
属
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
（
写
真
32
）。
こ
れ
は
、肩
印
を
付
属
さ
せ
る
た
め
の
装
置
と
み
ら
れ
、

本
甲
冑
が
明
治
時
代
以
降
の
野
馬
追
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
示
す
と
同
時
に
、
か
つ
て
相
馬
地
方
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。

　
　

②　
相
馬
胤
真
が
本
甲
冑
を
着
用
し
て
い
る
写
真

　
　
　

野
馬
追
は
相
馬
地
方
の
名
物
と
し
て
知
ら
れ
、
近
代
に
は
土
産
物
と
し
て

多
く
の
写
真
絵
は
が
き
が
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
写
真
33
が
あ
る
。

中
央
に
写
る
甲
冑
姿
の
騎
馬
武
者
は
、
先
述
の
一
︱
㈨
で
采
配
の
売
主
と
し
て

紹
介
し
た
相
馬
胤
真
で
あ
る
。
撮
影
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
明
治
後
期
か

ら
大
正
期
あ
た
り
、
野
馬
追
の
総
大
将
を
務
め
た
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
　
　

当
時
の
絵
は
が
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
画
像
が
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
古
写
真
に
写
る
兜
は
、
尾
を
巻
い
た
龍
の
前
立
、
先
端
が
や
や
幅
広

の
鍬
形
、
鍬
形
台
の
中
央
に
据
え
ら
れ
光
沢
を
放
つ
九
曜
紋
の
据
文
金
具
、
丸

み
を
お
び
た
兜
鉢
、
丸
く
張
り
出
し
た
饅
頭
形
の
𩊱𩊱
の
形
状
な
ど
が
確
認
で
き
、

写真31　甲冑に肩印を付けた例（総大将・相馬行
　　　　胤氏　2020 年 7 月 25 日撮影）

写真32　左袖にのみ付属する紐罠（矢印）
　　　　右袖（写真 17）には見当たらない装置である。

➡➡

➡➡
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本
稿
の
甲
冑
と
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
（
写
真
34
）。

　
　
　

袖
も
似
て
い
る
が
、
同
一
の
可
否
の
判
断
は
難
し
い
。
ま
た
、
前
胴
立
挙
に

見
ら
れ
る
八
双
金
具
ら
し
き
も
の
や
、
籠
手
の
鎖
の
組
み
方
お
よ
び
手
甲
の
形

状
、
佩
楯
の
札
の
状
況
か
ら
、
胴
、
籠
手
、
佩
楯
は
本
稿
の
甲
冑
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

野
馬
追
は
、
近
世
ま
で
藩
主
相
馬
家
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
近
代
以
降

は
神
社
の
神
事
と
し
て
旧
藩
領
内
で
継
続
し
た
が
、
藩
主
相
馬
家
は
、
廃
藩
置

県
以
降
に
東
京
に
居
住
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
野
馬
追
に
出
馬
す
る
こ
と
は

ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。
近
代
野
馬
追
で
は
、
藩
主
相
馬
家
の
い
わ
ば
名
代
と
し
て
、

総
大
将
は
旧
領
内
に
在
住
し
て
い
た
藩
主
一
門
衆
「
御
一
家
」
の
人
物
が
お
も

に
務
め
て
お
り
、
相
馬
胤
真
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た＊1

＊

。
そ
の
胤
真
が
着
用
し
て

い
る
甲
冑
の
な
か
に
、
藩
主
相
馬
家
所
用
と
考
え
ら
れ
る
兜
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
胤
真
は
、
藩
主
相
馬
家
か
ら
の
下
賜
、
借
用
等
、
何
ら
か
の

か
た
ち
で
入
手
し
身
に
着
け
、
そ
れ
が
撮
影
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
写
真

の
み
で
は
、
甲
冑
が
胤
真
の
所
有
物
だ
っ
た
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
少
な
く

と
も
近
代
以
降
の
野
馬
追
に
お
い
て
総
大
将
の
着
領
と
し
て
本
稿
の
甲
冑
が
使

用
さ
れ
た
こ
と
と
も
に
、
当
時
相
馬
地
方
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
貴

重
な
写
真
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　

な
お
、
野
馬
追
は
、
参
加
者
が
甲
冑
を
実
用
品
と
し
て
身
に
着
け
る
祭
礼
で

あ
り
、
激
し
い
動
き
や
雨
風
な
ど
の
悪
天
候
に
よ
っ
て
、
甲
冑
を
傷
め
る
こ
と

は
常
に
起
こ
る
。
特
に
腕
、
脚
、
首
な
ど
、
頻
繁
に
可
動
す
る
部
位
を
覆
う
小

具
足
類
（
籠
手
、
佩
楯
、
臑
当
、
立
襟
な
ど
）
は
消
耗
し
や
す
い
。
先
述
の
よ

う
に
、
本
甲
冑
の
小
具
足
類
が
後
世
に
補
修
さ
れ
た
痕
跡
や
後
補
の
パ
ー
ツ
が

多
い
の
は
、
野
馬
追
行
事
に
使
用
さ
れ
、
消
耗
・
損
壊
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

写真33　絵はがき「総大将相馬子爵代理」（筆者蔵）
　　　　甲冑を身に着けた騎馬武者が相馬胤真

写真34　本甲冑と、絵はがき写真の比較
　　　　兜は同一の可能性が極めて高い。
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ま
と
め

　

以
上
、
甲
冑
の
所
用
者
に
つ
い
て
の
考
察
お
よ
び
、
そ
れ
に
付
随
す
る
知
見
を
述

べ
た
。
先
述
の
甲
冑
の
解
説
と
と
も
に
ま
と
め
る
と
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

◦
甲
冑
各
所
に
み
ら
れ
る
家
紋
か
ら
、
奥
州
中
村
藩
主
相
馬
家
所
用
と
考
え
ら
れ

る
。
相
馬
家
に
よ
る
亀
甲
に
花
角
紋
の
使
用
年
代
か
ら
、
七
代
藩
主
相
馬
尊
胤

以
降
の
相
馬
家
当
主
、
も
し
く
は
子
弟
が
所
用
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

　

◦
附
属
品
の
采
配
は
伝
・
相
馬
昌
胤
所
用
で
あ
る
が
、
甲
冑
に
み
ら
れ
る
亀
甲
に

花
角
紋
か
ら
、
所
用
者
が
昌
胤
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。

　

◦
甲
冑
は
、
い
わ
ゆ
る
一
作
物
で
は
な
く
、
小
具
足
類
は
後
補
の
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
近
代
以
降
に
補
修
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
多
く
み
ら
れ
る
。

　

◦
近
代
の
野
馬
追
の
際
、
本
甲
冑
は
行
事
で
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
少
な
く

と
も
総
大
将
を
務
め
た
相
馬
胤
真
は
、
本
甲
冑
の
兜
を
使
用
し
た
と
み
て
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
。

　

本
甲
冑
の
よ
う
に
、
史
料
に
記
載
が
無
い
武
具
類
に
つ
い
て
、
所
用
者
や
制
作
年

代
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
状
況
証
拠
か
ら
以
上
の
よ
う
な
推
測
が
得
ら
れ
た
。

現
段
階
で
は
「
相
馬
家
所
用
と
考
え
ら
れ
る
」
と
表
現
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な

い
が
、
近
代
以
降
と
は
い
え
、
相
馬
地
方
に
所
縁
が
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ

と
が
判
明
し
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
甲
冑
の
資
料
的
価
値
を
見
出
す
こ
と
は
で
き

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
今
後
、
新
た
な
史
料
の
記
載
や
事
柄
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、

改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
註
】

１　

南
相
馬
市
博
物
館
主
催
。
会
期
・
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
七
月
九
日
～
九
月
二
十
五
日
。

本
稿
の
甲
冑
を
は
じ
め
、
当
館
収
蔵
の
甲
冑
武
具
類
、
戦
後
以
降
の
野
馬
追
ポ
ス
タ
ー
等

を
展
示
し
た
。

２　
「
朱
漆
塗
萌
黄
糸
威
横
矧
五
枚
胴
具
足
」
と
「
黒
漆
塗
本
小
札
緋
糸
威
二
枚
胴
具
足
」。

い
ず
れ
も
相
馬
和
胤
氏
蔵
で
相
馬
市
指
定
文
化
財

３　

甲
冑
は
「
黒
漆
塗
白
糸
素
懸
威
異
形
胴
具
足
」（
佐
川
広
直
氏
蔵
、
拙
稿
「
近
代
に
展
示

さ
れ
た
相
馬
義
胤
の
甲
冑
・
肖
像
画
―
古
写
真
を
中
心
に
」）、「
黒
漆
塗
縦
矧
五
枚
胴
具
足
」

（
個
人
蔵
、
南
相
馬
市
博
物
館
令
和
四
年
度
企
画
展
「
相
馬
野
馬
追
収
蔵
資
料
展
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
［
二
〇
二
三
］
所
収
）。
兜
は
「
白
熊
兜
」（
柏
原
美
術
館
蔵
）
が
あ
る
。

４　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
中
村
（
相
馬
市
中
村
）
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
、

戦
国
武
将
相
馬
義
胤
所
用
の
甲
冑
と
し
て
展
示
さ
れ
た
も
の
（
拙
稿
「
近
代
に
展
示
さ
れ

た
相
馬
義
胤
の
甲
冑
・
肖
像
画
―
古
写
真
を
中
心
に
」）、
同
年
、
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
「
東

北
遺
物
展
覧
会
」
で
中
村
藩
二
代
藩
主
相
馬
義
胤
所
用
の
甲
冑
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の

（『
東
北
遺
物
展
覧
会
記
念
帖
』）、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た「
興
亜
馬
事
大
会
」で
披
露
さ
れ
た
臨
時
野
馬
追
の
際
、総
大
将
を
務
め
た
相
馬
甫
胤（
相

馬
孟
胤
三
男
）
が
着
用
し
た
甲
冑
（『
興
亜
馬
事
大
会
記
念
写
真
帖
』）
が
あ
る
。

５　

相
馬
胤
真
（
一
八
五
八
～
一
九
二
九
）
は
、
相
馬
神
社
の
社
司
で
あ
り
、
近
代
野
馬
追

に
お
い
て
旧
藩
主
相
馬
家
に
代
わ
り
、
総
大
将
を
何
度
か
務
め
た
（
註
12
参
照
）。
ま
た
和

式
馬
術
「
大
坪
当
流
」
の
師
範
と
し
て
、多
く
の
門
弟
を
育
成
し
た
（『
相
馬
の
馬
』
三
九
頁
）。

６　

御
一
家
は
、
歴
代
が
藩
政
の
重
職
を
担
っ
た
藩
主
相
馬
家
の
一
族
一
門
衆
で
、
岡
田
、

堀
内
、
泉
、
泉
田
、
相
馬
将
監
、
相
馬
靱
負
（
主
税
）
の
六
家
を
指
す
。
相
馬
胤
真
の
出

身
家
で
あ
る
相
馬
将
監
家
は
、
初
代
藩
主
・
相
馬
利
胤
の
弟
、
相
馬
及
胤
を
祖
と
す
る
家

系
。
安
胤
（
清
胤
）
の
三
男
で
「
将
監
」
を
名
乗
っ
た
胤
充
（
初
名
胤
延
）
が
、
五
代
藩

主･

昌
胤
の
信
任
を
得
て
藩
政
に
参
画
す
る
な
ど
活
躍
し
、元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
二
月
、

御
一
家
に
順
ず
る
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
九
月
か
ら
、

正
式
に
御
一
家
の
家
格
に
列
せ
ら
れ
た
（『
相
馬
藩
世
紀　

第
二
』）。

７　

舘
岡
虎
三
（
一
八
六
六
～
一
九
二
六
）
は
、「
春
波
」
と
号
し
俳
人
と
し
て
も
活
躍
。
郷

土
史
家
と
し
て
「
相
馬
近
世
史
」（『
相
馬
市
史
２
‐
各
論
編
１　

上
巻
』
所
収
）
等
を
著

し
た
（『
相
馬
市
史
２
‐
各
論
編
１　

下
巻
』
七
六
一
頁
）。

８　
『
大
名
家
の
甲
冑
』
二
八
頁

９　

相
馬
家
の「
亀
甲
に
花
角（
相
馬
亀
甲
）紋
」は
、『
相
馬
藩
世
紀
』寛
保
二
年（
一
七
四
二
）

九
月
朔
日
の
条
（『
相
馬
藩
世
紀　

第
二
』
二
八
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、武
鑑
に
相
馬
福
胤
（
相

馬
昌
胤
の
子
。
相
馬
靱
負
家
の
祖
）
の
こ
と
を
書
き
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
に
、
相
馬

家
の
家
紋
と
し
て
九
曜
紋
・
繋
馬
紋
に
加
え
て
「
亀
甲
御
紋
」
を
新
た
に
書
き
入
れ
る
こ

と
に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
相
馬
家
の
紋
と
し
て
亀
甲
紋
を
正
式
に
使
用
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
武
鑑
を
み
る
と
、
年
代
に
よ
っ
て

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
亀
甲
の
パ
タ
ー
ン
が
一
重
、
二
重
、
三
重
と
変
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。
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現
段
階
で
は
、
本
甲
冑
の
よ
う
に
二
重
亀
甲
が
使
わ
れ
た
理
由
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

10　
『
相
馬
藩
世
紀
』
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
十
一
月
八
日
の
条
（『
相
馬
藩
世
紀
』
第

二
二
八
五
頁
）

　
　

一
、十
一
月
八
日
、
革
御
具
足
一
領
、
春
田
丹
波
ニ
先
達
被
仰
付
置
、
今
日
出
来
、
於
江

　
　
　
　
戸
指
上
之
、

　
　
　
　

惣
而
御
具
足
之
製
作
之
善
ハ
、
御
身
ニ
あ
た
る
所
な
く
御
召
能
、
自
然
と
御
働
も

御
自
由
之
由
、
御
家
ニ
伝
リ
之
黒
塗
糸
真
紺
胴
、
お
も
た
か
形
勝
而
宣
キ
御
具
足
、

御
甲
ハ
、
大
永
年
中
之
信
家
作
也
、
此
具
足
に
脇
引
ま
ん
■
■
■
附
右
両
品
ハ
鎧
に

付
候
也
、
丹
波
事
、
居
住
奈
良
之
者
也
、
具
足
仕
立
家
ニ
而
功
者
故
、
江
戸
ニ
而
被

仰
付
、
今
日
出
来
、
御
前
麻
御
上
下
ニ
而
、
御
の
し
御
吸
物
上
御
祝
儀
有
之
、
丹
波

御
目
通
江
被
召
出
、
於
御
勝
手
御
料
理
被
成
下
、
白
銀
十
五
枚
頂
戴
被
仰
付
、
御
家

老
・
御
用
人
・
御
留
守
居
御
祝
儀
申
上
ル
、
御
具
足
御
用
掛
リ
新
谷
五
郎
左
衛
門
ニ

麻
御
上
下
、
御
刀
番
山
田
喜
内
、
御
納
戸
役
水
谷
伝
兵
衛
ニ
御
目
録
貳
百
疋
宛
被
下

之

11　

野
馬
追
に
お
け
る
肩
印
使
用
の
記
録
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
が
初
見
で
、
出
馬

者
は
長
さ
七
寸
程
、
幅
三
寸
の
白
布
に
「
何
村
／
何
ノ
誰
」
と
居
住
地
・
氏
名
を
記
し
た

肩
印
を
付
け
る
よ
う
通
達
が
あ
っ
た
（『
吉
田
屋
（
舘
岡
氏
）
覚
日
記
』
明
治
九
年
六
月

二
十
八
日
の
条
「
野
馬
追
規
則
」）。

12　

管
見
で
は
、
相
馬
胤
真
が
近
代
野
馬
追
に
お
い
て
総
大
将
を
務
め
た
年
と
し
て
、
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
と
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）・
同
五
年
（
一
九
一
六
）
の
記
録
を

確
認
し
て
い
る
（『
福
島
民
友
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
五
日
付
、『
福
島
民
報
』

大
正
四
年
七
月
十
三
日
付
、『
福
島
民
報
』
大
正
五
年
七
月
九
日
付
）。
上
記
以
外
で
も
務

め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
明
治
四
十
一
年
十
月
九
日
、
皇
太
子
嘉
人
親
王
が
東

北
地
方
巡
幸
で
原
町
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
臨
時
に
行
わ
れ
た
台
覧
野
馬
追
と
い
う
、
重
要

な
舞
台
に
お
い
て
も
総
大
将
を
務
め
た
（
明
治
四
十
一
年
十
月
八
日
付
『
福
島
民
友
新
聞
』）。

【
参
考
文
献
】

二
上
文
彦
「
近
代
に
展
示
さ
れ
た
相
馬
義
胤
の
甲
冑
・
肖
像
画
‐
古
写
真
を
中
心
に
‐
」『
南

相
馬
市
博
物
館
研
究
紀
要　

第
十
一
号
』
南
相
馬
市
博
物
館
（
二
〇
〇
九
）

山
岸
素
夫
・
宮
崎
眞
澄
『
日
本
甲
冑
の
基
礎
知
識　

第
二
版
』
雄
山
閣
（
一
九
九
七
）

『
興
亜
馬
事
大
会
記
念
写
真
帖
』
㈶
写
真
協
会
（
一
九
四
二
）

『
相
馬
市
史
２　

各
論
編
１　

論
考
』
福
島
県
相
馬
市
（
一
九
七
八
）

『
相
馬
の
馬
』
南
相
馬
市
博
物
館
（
二
〇
〇
九
）

「
相
馬
野
馬
追
収
蔵
資
料
展
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

南
相
馬
市
博
物
館
（
二
〇
二
三
）

『
相
馬
藩
世
紀　

第
二
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

岩
崎
敏
夫
・
佐
藤
高
俊
校
訂　

岡
田
清
一
校

註
（
二
〇
〇
二
）

『
大
名
家
の
甲
冑
』
株
式
会
社
学
習
研
究
社
（
二
〇
〇
七
）

『
東
北
遺
物
展
覧
会
記
念
帖
』
東
北
遺
物
展
覧
会
出
版
・
菊
田
定
郷
編
（
一
九
三
三
）

『
福
島
民
報
』
福
島
民
報
社　

福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

『
福
島
民
友
新
聞
』
福
島
民
友
新
聞
社　

福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

『
吉
田
屋(

舘
岡
氏)

覚
日
記
）』（
稿
本
）
相
馬
市
図
書
館
所
蔵　

岩
崎
文
庫

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
意
向
に
よ
り
氏
名
公
表
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
本
甲
冑
の
所
蔵
者
様
に
は
、
当
地
方
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
と
な
る
本
甲

冑
を
ご
貸
与
い
た
だ
い
た
う
え
、
執
筆
の
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
木
沢
一
気
様
か
ら
は
、
本
甲
冑
を
最
初
に
発
見
し
、
筆
者
に
い
ち
早
く
そ
の
情

報
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
こ
と
を
は
じ
め
、
古
写
真
と
本
甲
冑
の
兜
の
関
連
性
を

見
出
す
な
ど
、
本
稿
の
肝
要
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、菅
野
茂
雄
様
（　

日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
常
務
理
事
）、高
橋
一
幸
様
（
た

か
は
し
甲
冑
工
房
）
か
ら
は
、
本
甲
冑
の
見
識
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
舘
岡
敏
美
様
か
ら
は
、
采
配
に
つ
い
て
の
貴
重
な
情
報
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（一社）
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

　
　
　『
瞽ご

女ぜ

口く

説ど
き

地じ

震し
ん

の
身み

の
上う

え

』
と
福
島
県
相
双
地
方
へ
の
瞽
女
の
遊
芸

二
本
松　

文
雄

は
じ
め
に

　

南
相
馬
市
博
物
館
で
は
、
平
成
二
十
八

年
（
二
〇
一
六
）
十
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
、

常
設
展
示
室
の
一
角
に
あ
る
ミ
ニ
テ
ー
マ
コ

ー
ナ
ー
で
「
盲
目
の
旅
芸
人　

瞽
女
」
と
い

う
展
示
を
行
っ
た
。

　

展
示
資
料
は
、
市
内
で
発
見
さ
れ
た
『
瞽

女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
と
い
う
本
の
写

し
、
瞽
女
を
題
材
に
し
た
浮
世
絵
の
三
代
歌

川
豊
国
・
初
代
歌
川
広
重
『
双
筆
五
十
三
次
』

三
十
一
番　

舞
坂
、
歌
川
広
重
『
東
海
道
五

拾
三
次
』
三
十
四
番　

二
川　

猿
ヶ
馬
場
、

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
新
潟
県
南

魚
沼
郡
大
和
町
（
現
在
の
南
魚
沼
市
）
穴
地

で
撮
影
さ
れ
た
瞽
女
の
写
真
「
南
魚
沼
の
台

地
を
行
く
最
後
の
長
岡
瞽
女＊

１

」、
瞽
女
の
旅

に
同
行
し
、
お
も
に
高
田
瞽
女
を
題
材
に
し

た
多
く
の
作
品
を
制
作
し
た
斎
藤
真
一
の
絵

画
「
赤
い
陽
の
村
」「
鷽う

そ

の
口
の
雷
」
で
あ
る
。

　

こ
の
展
示
か
ら
数
年
経
過
し
た
が
、
今
回

「盲目の旅芸人　瞽女」展示風景

は
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
の
全
文
と
、
福
島
県
浜
通
り
の
相
双
地
方
へ
の
瞽

女
の
遊
芸
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
瞽
女
と
は

　

少
し
長
く
な
る
が
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
を
引
用
し
て
要
約
し
て
み
た
い
。

　

瞽
女
は
語
り
物
や
俗
謡
、
は
や
り
歌
を
う
た
っ
て
渡
世
し
た
盲
目
の
女
性
で
あ
る
。

遊
行
遍
歴
を
旨
と
し
、
門
付
け
を
行
い
、
大
道
や
社
寺
門
前
で
、
あ
る
い
は
家
々
に

上
が
っ
て
語
り
物
や
唄
い
も
の
を
う
た
っ
た
。
室
町
時
代
の『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』

に
は
琵
琶
法
師
と
つ
が
い
に
な
り
『
曽
我
物
語
』
を
語
る
、
歩
く
遊
行
芸
人
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
当
時
は
唄
の
芸
能
だ
け
で
な
く
、
敵
討
ち
話
や
戦
語
り
を
得
意
と

し
た
が
、
社
寺
の
縁
起
や
本
尊
の
霊
験
譚
も
語
っ
た
。
近
世
に
は
い
り
、
諸
藩
で
は

身
障
者
が
芸
で
身
を
立
て
自
活
で
き
る
よ
う
保
護
さ
れ
、
駿
府
、
甲
府
、
信
州
諏
訪
・

飯
田
、
越
後
高
田
、
越
中
高
岡
な
ど
で
は
、
城
下
町
の
町
方
に
瞽
女
仲
間
の
集
団
が

形
成
さ
れ
た
。
や
が
て
村
里
に
も
瞽
女
の
組
織
化
・
集
団
化
が
行
わ
れ
た
。
越
後
の

長
岡
瞽
女
は
最
盛
期
の
明
治
中
頃
に
は
約
四
百
人
に
達
し
た
。
瞽
女
唄
の
芸
能
伝
承

は
徒
弟
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
、
長
い
年
期
と
厳
し
い
生
活
規
制
が
あ
っ
た
。

　

瞽
女
唄
の
本
領
は
語
り
物
の
段
物
で
、「
葛
の
葉
」「
小
栗
判
官
」「
山
椒
太
夫
」

な
ど
の
説
教
祭さ

い

文も
ん

を
三
味
線
の
旋
律
に
の
せ
て
哀
調
切
々
と
語
っ
た
。
ほ
か
に
も
口

説
き
、
各
地
の
民
謡
や
は
や
り
唄
、
独
特
の
門
付
け
唄
、
万
歳
そ
の
他
の
祝
い
唄
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
唄
を
習
得
し
た
瞽
女
は
、
季
節
を
定
め
、
手
引
き
を
先
頭
に
師
弟

が
連
れ
だ
っ
て
村
々
を
巡
歴
し
、
昼
は
門
付
け
、
夜
は
泊
ま
り
宿
に
人
を
集
め
て
公
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演
し
、
多
く
の
娯
楽
を
提
供
し
た
。
遠
隔
地
ま
で
足
を
延
ば
し
た
が
、
特
に
越
後
瞽

女
の
活
動
は
広
範
囲
で
、
関
東
・
東
北
か
ら
一
部
は
北
海
道
に
渡
っ
た
。
瞽
女
は
単

に
唄
芸
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
来
訪
は
縁
起
が
良
い
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
生

業
・
産
育
・
治
病
の
う
え
で
信
仰
的
機
能
を
強
く
期
待
さ
れ
、
瞽
女
に
は
宗
教
性
が

色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
盲
目
巫
女
の
流
れ
を
く
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る＊

２

。

二
、
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
と
は

　

三
条
地
震
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
十
一
月
十
二
日
朝
八
時
こ
ろ
、
信
濃

川
流
域
の
長
岡
・
三
条
・
燕
付
近
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六･

九
の
直
下
型

地
震
で
あ
る
。
震
源
は
栄
町
芹
山
付
近
と
さ
れ
、
被
害
は
信
濃
川
に
沿
っ
た
長
さ

二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
楕
円
型
の
地
域
で
、
三
条
・
燕
・
見
附
・
今
町
・
与
板

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
全
壊
、
死
者
一
五
〇
〇
人
余
、
全
半
壊
二
万
一
〇
〇
〇
軒
余
、
火

災
で
焼
失
し
た
家
一
二
〇
〇
軒
余
と
い
う
大
き
な
地
震
で
あ
っ
た
。
三
条
の
被
害
が

最
も
激
甚
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
三
条
地
震
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
で
は
地
震
を
速
報

し
た
か
わ
ら
版
が
発
行
さ
れ
た＊

３

。

　
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
は
、
三
条
地
震
翌
年
の
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

に
加
茂
矢
立
新
田
（
現
在
の
新
潟
県
加
茂
市
矢
立
新
田
）
の
斎
藤
真
幸
（
七
兵
衛
）
が
、

祭さ
い

文も
ん

節ぶ
し

の
よ
う
な
文
体
で
刊
行
し
た
本
で
あ
る
。
彼
は
神
官
で
皇
典
漢
学
を
学
ん
だ

国
学
者
で
も
あ
り
、
兄
の
跡
を
継
ぎ
、
幕
府
領
で
あ
り
伊
勢
国
桑
名
藩
預
か
り
地
の

矢
立
新
田
の
名
主
で
も
あ
っ
た＊

４

。

　

祭
文
節
は
、
本
来
は
神
へ
の
祈
願
文
で
あ
る
祭
文
を
、
中
世
以
降
下
層
の
山
伏
が

芸
能
化
し
、
錫
杖
や
法
螺
貝
な
ど
を
伴
奏
楽
器
に
し
て
歌
の
よ
う
に
語
っ
た
も
の
で

あ
る
。
の
ち
に
は
芸
能
化
し
て
専
門
の
芸
能
者
が
担
う
よ
う
に
な
り
、
歌
祭
文
・
祭

文
語
り
と
も
い
わ
れ
た
。
元
禄
年
間
（
一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
め
）
に
は
、
三

味
線
を
伴
奏
に
心
中
事
件
な
ど
を
読
み
込
ん
だ
歌
祭
文
の
門
付
け
が
流
行
し
た
。

　

こ
の
本
は
各
地
に
広
ま
り
、
そ
れ
を
手
書
き
し
た
写
本
も
あ
っ
て
、
広
く
普
及
し

三代歌川豊国・初代歌川広重『双筆五十三次』三十一番　舞坂（静岡県浜松市）（安政元～　
4 年：1854 ～ 57 出版　南相馬市博物館蔵）
　3 人の女性は目が不自由なようで、杖をついて歩いている。3 人とも風呂敷を背負い、頭
に手ぬぐいを被っている。左の女性は三味線をむき出して逆さまに持ち、棹の部分を肩に
かけている。中央の女性は背中に黄色い布に包まれたものを持っているが、これも三味線
と思われる。彼女たちは瞽女で 2～3人単位で街道沿いの家々を訪ねては門付をして回った。
瞽女は新潟の長岡瞽女・高田瞽女が有名だが、東海道沿いにも沼津や三嶋・駿府などに瞽
女の組織があったといわれている。

歌川広重『東海道五拾三次』三十四番　二川（愛知県豊橋市）猿ヶ馬
場　保永堂版（天保 4 ～ 5 年：1833 ～ 34 年出版　南相馬市博物館蔵）
　瞽女は 2 ～ 3 人で連れ立って歩くのが普通で、3 人の瞽女が寄り添っ
て歩き、左右の 2 人は杖をついて歩くようすが描かれている。
　瞽女が使う楽器はおもに三味線で、左と中央の瞽女は三味線を持っ
ているが、右の瞽女が袋に入れているのは胴が丸く、首が太いことか
ら、琵琶を背負っているようである。
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
各
地
の
図
書
館
・
博
物
館
な
ど
に
多
く
の
刊
本
や
写

本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

㈠
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
版
木

　
　

斎
藤
真
幸
の
著
書
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
の
版
木
八
枚
と
『
野や

耄ぼ

口く

説ど
き

鄙い
な
か里

の
膓

は
ら
わ
た

』
の
版
木
七
枚
、
計
二
冊
分
の
版
木
が
新
潟
県
加
茂
市
の
真
幸
の
後
裔

の
家
に
残
さ
れ
て
お
り
、加
茂
市
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
と
な
っ
て
い
る
。

両
作
と
も
両
面
彫
り
。
作
品
は
何
度
と
な
く
刷
ら
れ
た
よ
う
で
、
版
面
に
は
強
い

光
沢
が
あ
る
。
版
は
大
き
な
文
字
で
、
六
行
の
文
書
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
右

に
「
板
元　

き
ま
々
や　

ひ
ま
右
衛
門
」、
中
央
に
「
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
」、

左
に
「
泣
和
津
地
声
太
夫
」
と
い
う
号
が
あ
る＊

５

。

　

㈡
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』（
刊
本
と
手
書
き
の
解
説
）

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
版
）

　
　

本
書
は
加
茂
市
に
残
さ
れ
て
き
た
版
木
か
ら
新
た
に
刷
ら
れ
た
斎
藤
真
幸
著

『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
と
、
後
半
に
読
下
し
文
お
よ
び
著
者
に
つ
い
て
の

考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
文
末
に
「
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
秋　

関
東

地
方
大
震
災
の
後　

養
徳
文
庫
主
事　

大
橋
栄
三
郎
記
す
」
と
い
う
あ
と
が
き
が

あ
る
。
養
徳
文
庫
は
新
潟
県
加
茂
市
で
郷
土
資
料
を
研
究
し
て
い
た
大
橋
栄
三
郎

が
創
設
し
た
私
立
図
書
館
で
あ
る
。

　
　

そ
の
蔵
書
を
国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
公
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
原
本
の
著
者
は
越
後
国
蒲
原
郡
加
茂
町
字
矢
立
新
田
の
斎
藤
真
幸
、
通

称
七
兵
衛
で
あ
る
。
真
幸
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
三
歳
で
没
す
る
ま
で
、

『
野
耄
口
説
鄙
里
の
膓
』（
最
初
の
著
作
と
思
わ
れ
る
が
年
代
不
明
）、
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
に
は
『
蒸じ

ょ
う

汽き

舩せ
ん

茶ち
ゃ

殻が
ら

口く

説ど
き

』
を
記
し
た
が
、
特
に
『
瞽
女
口
説
地

震
の
身
の
上
』
は
最
も
人
び
と
の
人
気
が
高
く
、
遠
く
中
国
ま
で
普
及
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
明
治
天
皇
も
ご
覧
に
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る＊

６

。

　

㈢
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』（
刊
本
）（
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
）

　
　

早
稲
田
大
学
図
書
館
サ
イ
ト
に
全
文
が
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る＊

７

。
表
紙
の
右
に

「
板
元　

き
ま
ゝ
や
ひ
ま
右
衛
門
」、
中
央
に
「
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
」、
左

に
「
泣
和
津
地
声
太
夫
」
と
あ
る
。
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、著
者
は
斎
藤
真
幸
（
サ

イ
ト
ウ　

マ
サ
チ　

一
七
九
七
～
一
八
五
九
）、
出
版
は
文
政
十
二
年
、
出
版
地

不
明
、
出
版
者
「
き
ま
ゝ
や
ひ
ま
右
衛
門
」
と
あ
る
。
ま
た
、
本
文
の
後
に
著
作

堂
主
人
（
曲
亭
馬
琴
）
の
識
（
見
識
）
が
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
滝
沢
馬
琴
の
旧
蔵

で
あ
る
。

　

㈣
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』（
刊
本
）

（
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文
庫
）
所
蔵
本
）

　
　

本
書
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
サ
イ
ト
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
全
文
の
写

真
が
公
開
さ
れ
て
い
る＊

８

。

　

㈤
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』（
写
本
）（
野
嵜
久
次
氏
所
蔵
本
）

　
　

本
書
は
瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
サ
イ
ト
に
全
文
の
写
真
と
読
下
し
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る＊

９

。

　

㈥
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
」（
写
本
）（
林
家
所
蔵
本
）

　
　

林
家
の
祖
先
斎
藤
家
は
、元
亀
元
年（
一
五
七
〇
）か
ら
天
正
八
年（
一
五
八
〇
）

に
か
け
て
真
宗
本
願
寺
勢
力
と
織
田
信
長
が
争
っ
た
石
山
合
戦
で
、
本
願
寺
の
有

力
武
将
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
親
鸞
上
人
直
筆
の
「
六
字
名
号

掛
幅
」
と
石
山
本
願
寺
の
櫓や

ぐ
ら

に
安
置
さ
れ
て
い
た
仏
像
を
賜
り
、
そ
の
後
、
浄
土

真
宗
移
民
と
し
て
中
村
藩
領
内
に
移
住
の
際
、
こ
れ
ら
を
持
参
し
た
と
伝
わ
っ
て
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い
る
。
林
家
で
は
多
く
の
古
文
書
を
有
し
、
今
回
紹
介
す
る
『
瞽
女
口
説
地
震
の

身
の
上
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　

以
下
、
林
家
所
蔵
の
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
史
料
写
真
と
、
そ
れ
に
対

応
す
る
読
み
下
し
文
を
ペ
ー
ジ
ご
と
に
掲
載
す
る
。
な
お
、
読
み
下
し
文
で
は
当

用
漢
字
や
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
、
適
宜
漢
字
に
書
き
改
め
、
送
り
仮
名
な
ど

を
補
足
す
る
こ
と
に
よ
り
読
み
や
す
く
し
た
。
ま
た
、
傍
注
に
よ
る
補
足
や
用
語

解
説
も
付
し
た
。

『瞽女口説地震の身の上』（写本）（林家所蔵本） 表紙

瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上

大
字
六
行

き
ま
ま
屋

ひ
ま
右
衛
門

泣
和
津
地
声
太
夫
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

１ページ

天
地
ひ
ら
け
て
不
思
議
を
い
わ
ば
近
江
湖
駿
河

の
富
士
は
た（

た
っ
た
）

ん
だ
一
夜
に
出
来
た
と
聞
い
た
そ
れ
は

見
も
せ
ぬ
昔
の
事
よ
こ
こ
に
不
思
議
は
越
後
の

地
震
言
う
も
語
る
も
身
の
毛
が
よ
だ
つ
年
は
文
政
十

一
年
の
時
は
霜
月
半
ば
の
二
日
朝
の
五
つ
と
お

ぼ
し
き
頃
に
ど
ん
と
ゆ
り
来
る
地
震
の
騒

さ
わ
ぎ

煙
草
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３ページ ２ページ

一
服
落
さ
ぬ
内
に
上
ミ
は
長
岡
新
潟
か
け
て
中
に

三
条
今
町
見
付
つ
ぶ
す
後
か
ら
一
時
の
燃（

煙
ヵ
）り

そ
れ
に

続
い
て
与
板
や
燕
在
の
村
々
そ
の
数
知
れ
ず
潰
す

家
数
は
幾
千
万
ぞ
さ
て
や
う
つ
ば
り
柱
や
桁
に

背
骨
肩
腰
頭か

し

ら
を
打
た
れ
目
鼻
口
よ
り

血
を
吐
き
な
が
ら
の
が
れ
出
ん
と
狂

き
ょ
う

気
の
ご
と
く

も
が
き
苦
し
み
つ
い
絶
え
果
て
る
手
負
い
死
人
は

書
き
尽
く
さ
れ
ず
数
も
限
り
も
あ
ら
ま
し
ば
か
り
親
は
子
を
捨
て

子
は
親
を
捨
て
あ
か
ぬ
夫
婦
の
中
を
も
言
わ
ず
捨
て
逃
げ

出
す
そ
の
行
先
キ
は
炎
燃
え
立
ち
大
地
が
割
れ
て
砂
を

吹
き
出
し
水
も
み
上
げ
て
行
く
に
行
か
れ
ず
た
た
ず
む

内
に
風
は
激
し
く
後
ロ
を
見
れ
ば
火
の
粉
吹
き
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

５ページ ４ページ

立
て
く（

火

焔

）

わ
ゑ
ん
を
か
む
り
あ
つ
や
せ
つ
な
や
苦
し
や
こ
わ
や

中
に
哀
れ
は
手
足
を
挟
み
肉ニ

ク

を
ひ
し
が
れ
骨ほ

ね

う
ち
砕
き
泣
き
つ
叫
び
つ
助
け
て
く
れ
と
呼
べ
ど

招
け
ど
の
が
る
る
人
も
命
大
事
と
見
向
き
も

や
ら
ず
覚
悟
覚
悟
と
呼
ば
り
な
が
ら
西
よ
東
よ
北
南
よ
と

思
い
思
い
に
逃に

げ

行
く
声
は
げ
に
や
叫
喚
大
叫
喚
の

責
め
も
こ
れ
に
は
よ
も
ま
さ
ら
じ
よ
見
る
も
中
々

骨
身
に
と
お
る
今
は
こ
の
世
が
滅
し
て
し
ま
い
弥
勒

出
世
の
世
と
な
る
や
ら
ん
ま
た
は
奈
落
へ
沈
み
も
す
る
か

言
う
も
愚
か
や
語
る
も
涙
急
に
祈
祷
の

湯
の
花
な
ど
と
拙
な
念
仏
唱
え
て
み
て
も

な
ん
の
印
も
あ
ら
恐
し
や
昼
夜
動
き
は
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７ページ ６ページ

少
し
も
止
ま
ず
お
よ
そ
七
十
余
日
が
間
肝
も

心
も
ど
う
な
る
事
ぞ
親
子
兄
弟
顔
見
合
わ
せ
て
と

も
に
た
め
息
つ
き
居
る
ば
か
り
御
大
名
に
は
村
上

柴（
新
発
田
）田

与
板
長
岡
村
松
桑
名
会
津
高
崎
ま
だ
そ
の

外
に
御
料
御
陣
屋
旗
本
衆
も
思
い
思
い
の

御
手
当
あ
れ
ど
時
が
時
と
て
空
う
ち
曇
り
雪
は

ち
ら
つ
く
寒
さ
は
ま
さ
る
外
に
居
ら
れ
ず
涙
の

中
に
一
家
親
類
寄
り
集
ま
り
て
大
工
い
ら
ず
の
掘
つ
立

小
屋
に
つ
づ
れ
か
む
り
て
凌シ

ノ
グ

と
す
れ
ど
吹
雪
立
ち
込
み

目
も
合
わ
さ
れ
ず
殊
に
今
年
は
大
悪
作
で
米
は
高
値
諸

色シ
キ

は
高
く
そ
れ
に
前
代
未
聞
の
変
事
こ
れ
を
つ
ら
つ
ら

考
え
み
る
に
士
農
工
商
儒
仏
も
神
も
道
を
忘
れ
て
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

９ページ ８ページ

利
欲
に
迷
い
上
下
別
た
ぬ
奢
り
を
き
わ
め

武
家
は
武
を
捨
て
そ
ろ
ば
ん
枕
そ
れ
を

習
う
て
地
下
役
人
も
下
を
し
い
た
げ
己
を
奢
る

昔
違
作
の
話
を
聞
く
に
葛ク

ズ

を
掘
っ
た
り
磯
菜ナ

を
拾
い
そ
れ
で
己
が
命
を
つ
な
ぎ
収
納
作
徳
立
て

し
と
聞
く
に
今
の
百
姓
は
そ
れ
と
は
違
い
少
し

違
作
の
年
柄
に
て
も
検
見
願
う
の
拝
借

な
ど
と
上
ミ
へ
御
苦
労
か
け
た
る
下
タ
は
有
る
の
な
い
の
と

親
方
前
は
無
勘
定
に
て
内
証
で
奢
り
米
の

黒
い
は
大
損
な
ど
と
味
噌
は
三
年
た
た
ね
ば
食
わ
ず

在
郷ご

村
に
も
髪
結
風
呂
屋
煮
売
小
店
の

床
前
見
れ
ば
笛
や
三
味
線
太
鼓
を
飾
り
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11ページ 10ページ

紋
日
物
日
の
そ
の
時
々
は
若
い
者
共
寄
り
集
ま
り
て

踊
り
稽
古
の
地
芝
居
な
ど
と
使
い
ち
ら
し
て
出

所
に
困
り
一
つ
袷
に
縄
を
ば
か
け
て
つ
い
に

終
い
は
他
国
へ
走
る
名
子
や
水
呑
奉
公
人
も

羽
織
傘
足
袋
塗
下
駄
よ
下
女
や
子
供
も
盆
正
月
は

い
っ
ち
悪
い
が
縮
緬
帯
で
銀
の
か
ん
ざ
し
鼈
甲
の

櫛
よ
開
帳
参
り
の
風
俗
見
れ
ば
旦
那
様
よ
り

お（
お
供
ヵ
）

と
こ
が
立
派
そ
れ
は
ま
だ
し
も
大
工
の
風
儀
結
城

綿
入
れ
博
多
の
帯
に
紺
の
も
も
引
き
白
足
袋
は
い
て

朝
は
遅
う
て
休
み
は
長
い
作
料
益
さ
ね
ば
行
く
事
な
ら
ぬ

酒
は
一
日
二
度
出
せ
な
ど
と
天
を
恐
れ
ず
我
儘
ば
か
り

日
料
取
り
迄
道
理
を
忘
れ
普
請
家
作
の
は
や
る
に
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

13ページ 12ページ

任
せ
出
入
り
旦
那
も
御
無
沙
汰
ば
か
り
下
々
は
十
日
も
先
か
ら

頼
む
や
っ
と
一
日
顔
出
す
さ
え
も
気（

機
嫌
ヵ
）

た
ん
取
ら
ね
ば
日＊

ⅰ

な
か
は

遊
ぶ
そ
れ
に
準
じ
て
町
家
の
普
請
互
い
美
々
し
く

競
り
合
う
故
か
二
重
垂
木
に
銅

あ
か
が
ね

ま
い
て
屋
根
は
の＊

ⅱ

葺

柱
の
丈
は
ち
ょ
う
ど
昔
の
二
本
の
長
さ
欅
ず
く
め
の

造
作
見
る
に
御
殿テ

ン

の
廻
り
か
宮
拝
殿
か
地
下
の

家
作
と
見
ら
れ
ぬ
仕
掛
け
前
を
通
る
も
肩
身
が

す
く
む
さ
れ
ど
心
は
毛（

獣
）物

に
劣
る
い
か
な
こ（

困
窮
ヵ
）

ん
き
な

年
柄
に
て
も
収
納
屋
賃
の
容
赦
も
あ
ら
ず
少
し

さ
が
る
と
店
お
っ
立
て
る
田
を
ば
上
げ
よ
と
小
前
を
責
め
て

慈
悲
の
心
は
け
し
粒
程
も
な
い
は
こ
と
わ
り
浮
世
の

道
理
深
く
考
え
知
ら
ざ
る
故
ぞ
世
間
豪ご

う

家か

の

　

＊
ⅰ　

日
な
か
／
半
日
の
こ
と
か

　

＊
ⅱ　

の
葺
／
の
し
葺
か
。
瓦
屋
根
の
棟
な
ど
に
熨
斗
瓦
を
多
く
積
む
ほ
ど
重
厚
感
が
出
る
。
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15ページ 14ページ

家
風
を
見
る
に
古
い
持も

ち

屋
は
勘
弁
厚
く
に
わ
か
分ぶ

限
は
万
事
が
ひ
ど
い
悪
い
心
は
見
習
い
や
す
く
裏
屋

店
借
り
棒
手
振
り
迄
も
米
が
安
い
と
見
識
高
く

在
郷
者
を
ば
足
下
に
見
な
し
五
拾
も
う
け
り
ゃ
口

米
有
る
と
言
う
に
い
わ
れ
ぬ
広
言
吐
い
て
義
太
夫
め
り

や
す
富
本
な
ど
と
ち
ょ
っ
と
洒
落
に
も
江
戸
前
ば
か
り

そ
れ
は
さ
て
置
き
こ
の
近
年
は
儒
者
の
風
俗
つ
く
づ
く

見
る
に
黒
い
羽
織
に
大
小
帯
し
詩
だ
の
文
だ
の
講
釈

な
ど
と
鼻
の
高
い
は
天
狗
を
は
だ
し
銭
の
な
い
の
は
乞

食
に
劣
る
昼
夜
大
酒
道
楽
尽
し
己
れ
ば
か
り
が

弟
子
共
迄
も
金
を
使
う
が
風
流
人
よ
道
を
守
る
は

俗
物
な
ど
と
冥
利
知
ら
ず
に
銭
金
ま
い
て
書
物
読
み
読
み
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

17ページ 16ページ

身
上
つ
ぶ
す
わ
け
て
近
年
寺
衆
の
風
儀
清
僧

禅ぜ
ん

師じ

と
も
っ
た
い
ら
し
く
赤
い
衣
は
お
し
ろ
い
臭
く

光
る
御
袈
裟
は
刺
身
の
香
り
尼ア

マ

の
三
衣
は
子
持
ち
の

臭
い
朝
の
勤
め
は
御
小
僧
ば
か
り
宵
の
勤
め
は
鐘

打
つ
ば
か
り
昼
夜
小（

め
く
り
ヵ
）

め
り
御
布
施
を
む
い
て
酒
と
か
け
碁ご

で

寺
役
を
忘
れ
居
間
の
柱
の
状
差
見
れ
ば
様
丸
さ
ま

御
存
知
よ
り
と
紅
の
つ
い
た
る
仮
名
文
ば
か
り
門
徒

寺
衆
は
利
欲
に
ふ
け
り
勧
化
一
座
に
報
謝
は
四
、五
度

祖
師
の
法
事
や
自
坊
の
法
事
畳
屋
根
替
え
造

作
普
請
嫁
を
仕
付
け
る
続
目
を
す
る
と
後
生
は
二
の

次
ま
ず
そ
の
外
に
旦
那
集
め
て
身
勝
手
ば
か
り
奢
り

相
談
官（

勧
）金

さ
べ
り
法
事
し
ま
い
の
話
を
聞
け
ば
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19ページ 18ページ

今
度
法
事
は
時
節
が
悪
い
参
詣
不
足
で
も
う
け
が

な
い
と
祖
師
の
法
事
を
商
い
ら
し
く
人
目
恥
ず
に

話
を
め
さ
る
後
生
知
ら
ず
の
邪
見
な
者
も
金
を
上
げ
れ
ば

信
心
者
と
て
住
寺
こ
ぶ
ん
の
あ
し
ら
い
違
う
な
ん
ぼ

信
心
了
解
の
人
も
金
を
上
げ
ね
ば
外
道
じ
ゃ
な
ど
と

葬
礼
押
え
る
宗
判
せ
ぬ
と
上
ミ
を
恐
れ
ず
法
外
ば
か
り

寺
が
寺
と
て
同
行
共
も
御
講
戻
り
の
話
を
聞
け
ば

姑
小
姑
は
嫁
聟
そ
し
り
嫁
や
息
子
は
姑

の
讒＊

ⅲ

訴
そ
し
て
近
年
安
心
前
も
い
た
こ
長
歌

新
内
な
ど
を
ま
ぜ
て
語
ら
に
ゃ
参
り
が
な
い
と
寝
て
も

起
き
て
も
欲
心
ば
か
り
仏
任
せ
の
爺
婆
達
も
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
勧
め
が
違
い
ど
れ
が
誠
か
迷
い
は
晴
れ
ぬ

　
＊
ⅲ　

讒ざ
ん

訴そ

／
か
げ
ぐ
ち
を
い
う
こ
と
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

21ページ 20ページ

後
生
の
大
事
は
頼
ま
ず
方
と
勧
め
な
が
ら
も
旦
那

を
寄
せ
て
金
の
無
心
は
お
頼
み
方
よ
口
へ
出
さ
ず
は

自
力
の
頼
み
口
へ
出
さ
ね
ば
外
家
に
そ
む
く
お
寄
合

い
だ
の
相
続
な
ど
と
知
り
も
せ
ぬ
事
浮
か
べ
た
よ
う
に

己
も
わ
か
ら
ぬ
後
生
を
も
だ
き
果
て
は
互
い
に

い
さ
か
い
ば
か
り
中
に
見
事
な
領＊

ⅳ

解
を
言
え
ば
両

刀
使
い
と
名＊

ⅴ

目
付
け
る
嘘
か
誠
は
死
な
ね

ば
知
れ
ぬ
わ
け
て
つ
ま
ら
ぬ
法
華
の
教
へ
蓮
華
往
生
で

し
く
じ
り
な
が
ら
い
ま
だ
迷
い
の
目
が
覚
め
ぬ
や
ら
他

宗
そ
し
り
て
我
が
宗
自
慢
あ
ま
り
教
え
が
片
意
地
故
に

広
い
浮
世
を
小
狭
く
暮
ら
す
仏
ぎ
ら
い
の
神

道
衆
も
和
学
神
学
六
根
清
浄
払
い
給
い
と

　

＊
ⅳ　

領
り
ょ
う

解げ

／
浄
土
真
宗
の
教
え
の
受
け
取
り
方

　

＊
ⅴ　

名
み
ょ
う

目も
く

／
天
台
宗
の
五
時
八
教
、
真
言
宗
の
十
住
心
な
ど
の
教
え
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23ページ 22ページ

家
財
を
払
ひ
清
め
給
う
と
身
上
洗
う
口
の
不
浄
は

穢
れ
た
物
を
呑
ま
ず
食
ね
ば
言
い
訳
た
て
ど
胸

と
心
ロ
は
た
だ
も
ろ
も
ろ
の
欲
と
悪
と
の
不
浄
で
染
まま

る

祢
宜
の
社
家
じ
ゃ
の
神
主
な
ど
も
神
の
御み

末す
え

と
身
は

高
ぶ
れ
ど
富
を
す
る
や
ら
あ
や
つ
り
歌
舞
伎
ま（

末
社
ヵ
）

や
し
集

め
て
山
事
ば
か
り
祈
祷
神か

ぐ
ら楽

も
銭
か
ら
決
め
る
そ

れ
が
神
慮
に
叶
う
か
知
ら
ぬ
わ
け
て
憎
い
は

医
者
衆
で
ご
ざ
る
隣
村
へ
も
馬
籠
持
た
せ
知
れ

ぬ
病
い
を
飲
み
込
み
顔
に
少
し
容
体
悪
い
と
見
れ
ば

人
に
譲
り
て
己
れ
は
外
し
さ
じ
の
先
よ
り
口
先
上
手

し
ろ
う
と
だ
ま
し
の
手
柄
を
話
し
金＊

ⅵ

匱キ

要
略

傷
寒
論
は
若
い
時
分
に
習
う
た
ば
か
り
た
ま
に

　

＊
ⅵ
『
金き

ん

匱き

要よ
う

略り
ゃ
く

』『
傷
寒
論
』
／
中
国
の
古
典
医
学
書
。
東
洋
医
学
薬
物
療
法
の
古
典
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

25ページ 24ページ

取
り
出
し
復
し
て
見
て
も
闇
の
烏か

ら
す

で
わ
か
ら
ぬ
故
に

効
か
ず
障
ら
ぬ
薬
の
数
を
た
ん
と
呑
せ
て
衣

服
を
飾
り
礼
の
多
少
で
病
気
を
使
い
病
家

見ミ

舞
も
有＊

ⅶ

卦
無
卦
立
で
浦

（
裏
屋
ヵ
）屋

せ（
瀬
戸
屋
ヵ
）

と
屋
は
十
日
に
一
度

金
に
な
る
の
は
毎
日
四
、五
度
さ
れ
ば
医
者
衆
の
掟

と
言
う
は
銭
や
金
に
は
か
か
わ
る
ま
じ
く
人
を
救
う
が
教
え
の

本
と
道
の
い
ま
し
め
守
ら
ぬ
訳
は
欲
が
深
う
て
文

盲
故
ぞ
あ
ん
ま
取
り
迄
そ
れ
見
習
い
て
近
い
頃
迄

上
下
モ
も
ん
で
二
十
四
文
が
通
用
な
る
に
い
つ
の
程
に
か
い
ず

く
の
町
も
や
が
て
八
文
増
し
た
る
か
わ
り
力
入
れ
ず
に

手
拍
子
ば
か
り
少
し
長
い
と
仲
間
が
憎
む
ま
た
は

婚
礼
法
事
の
席せ

き

へ
ゆ
す
り
が
ま
し
く
大
勢
つ
め
て

　

＊
ⅶ　

有う

卦け

無む

卦け

／
陰
陽
道
で
い
う
幸
運
と
不
運
の
年
回
り

43



27ページ 26ページ

祝
儀
供
養
の
多
少
を
ね
だ
り
な
ら
ぬ
在
家
は
手
余
る

う
わ
さ
さ
れ
ば
一い

ち

々い
ち

探
し
て
見
れ
ば
士
農
工

商
儒
仏
も
神
も
口
説
言
葉
に
違
い
は
あ
ら
じ

天
の
戒
め
今
よ
り
悟
り
忠
と
孝
と
の
二
つ
の

道
を
己
か
己
が
職

し
ょ
く

分ぶ
ん

守
り
上
ミ
に
居
る
人
下
モ
あ

（
あ
わ
れ
み
て
ヵ
）

わ
み
て

下
モ
に
居
る
人
上
ミ
敬
い
て
常
に
倹
約
慈
悲
信

（
心
）

深
く
奢

オ
ゴ
ル

心
を
慎ツ

ツ
シ

む
な
ら
ば
か
か
る
希キ

代ダ
イ

の
変ヘ

ン

事

は
あ
ら
じ
か
か
る
困
窮
も
あ
る
ま
い
物
ぞ
さ
ら
ば
仏
ケ
も

天
道
様
も
恵
ミ
た（

給
い
て
ヵ
）

い
て
た
だ
世
の
中
は
末
世
末
代
波

風
立
た
ず
四
海
大
平
諸
色
も
安
く
米
も
下
値
に

五
穀
も
実
り
地
震
ど
こ
ろ
か
町
在
共
に
孫
子
栄
ゆ
き

末
繁は

ん

昌
の
基モ

ト
イ

な
る
べ
き
た
め
し
を
上
げ
て
語
る
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29ページ 28ページ

こ
の
身
も
罪
深
き
や
ら
地
震
潰つ

ぶ

れ
の
掘
立
小
屋
に

し
ば
し
篭こ

も

り
て
世
の
人
々
の
穴
と
癖
と
を
書
き
記

し
置
く
筆
の
命
毛
お
そ
ろ
し
や

気
儘
屋暇

右
衛
門
作

天
保
四
歳

之
写
書

列
重

須
崎
■

巳　

正
月
二
十
日
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斎
藤
真
幸
の
思
想
と
号
に
つ
い
て

　
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
刊
本
に
は
、「
板
元　

き
ま
ま
や
ひ
ま
右
衛
門
」「
泣

和
津
地
声
太
夫
」
の
二
つ
の
名
前
が
あ
る
。
一
方
、
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
反
町
文

庫
の
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
に
は
、
北
越
三さ

ん

嶋と
う

（
現
在
の
長
岡
市
・
三さ

ん

島と
う

郡

出
雲
崎
町
ほ
か
）
住
「
苦く

楽ら
く

斎さ
い

感か
ん

山ざ
ん

一い
っ

徳と
く

」
と
い
う
署
名
が
あ
り
、『
越
路
町
史
』（
現

在
の
長
岡
市
越
路
町
）
で
は
、
作
者
は
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る＊1

＊

。

　

そ
の
後
発
行
さ
れ
た
『
加
茂
市
史
』
で
は
、「
泣
和
津
地
声
太
夫
」
は
斎
藤
真
幸

の
戯ぎ

号ご
う

と
し
て
い
る＊1

＊

。
〇
〇
太
夫
と
い
う
号
は
、
こ
の
口
説
き
の
語
り
手
と
い
う
設

定
で
あ
ろ
う＊1

＊

。
ま
た
、
版
木
や
版
本
に
彫
師
の
名
は
な
く
、
製
版
地
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
版
木
が
加
茂
市
の
斎
藤
家
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
幸
が
直
に
か

か
わ
っ
て
出
版
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
板
元　

き
ま
ま
や

ひ
ま
右
衛
門
」
も
真
幸
の
戯
号
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
で
あ
る
林
家
本
の
表
紙
に
は
、

（
板
元
の
文
字
は
な
く
）「
き
ま
ま
屋・　

ひ
ま
右
衛
門
」「
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
」

「
泣
和
津
地
声
太
夫
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
刊
本
に
は
な
い
奥
書
に
は
、「
気
儘
屋　

暇
右
衛
門
作
」
と
あ
る
。
刊
本
の
「
気
ま
ま
や　

ひ
ま
右
衛
門
」
も
、林
家
本
の
「
き

ま
ま
屋・　

ひ
ま
右
衛
門
」「
気
儘
屋　

暇
右
衛
門
作
」
も
「
泣
和
津
地
声
太
夫
」
も

真
幸
の
戯
号
で
あ
ろ
う
。
な
お
、真
幸
が
著
し
た
『
野や

耄ぼ

口く

説ど
き

田い

鄙な
か

の
腸

は
ら
わ
た

』
で
は
「
不

清
本
伊
弥
太
夫
」
と
い
う
戯
号
を
用
い
て
い
る＊1

＊

。

　

斎
藤
真
幸
が
い
く
つ
も
の
戯
号
を
使
い
分
け
た
の
は
、
彼
の
遊
び
心
だ
け
で
な
く
、

自
身
が
庄
屋
（
肝
煎
）
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
著
述
内
容
が
地
震
の
被
災
状
況
に

と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
風
潮
や
儒
者
・
僧
侶
・
医
者
・
神
官
な
ど
の
教
化
階
級
を
批
判
・

風
刺
し
て
い
る
こ
と
か
ら＊1

＊

、
本
名
を
明
か
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

諸
産
業
が
発
達
し
、
貨
幣
経
済
が
広
が
っ
て
、
一
九
世
紀
初
め
に
は
化
政
文
化
が

さ
か
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
身
分
や
秩
序
が
流
動
化
し
、
豊
か
に
な
る
庶
民
が

現
れ
る
と
い
う
時
代
背
景
を
考
え
る
と
、『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
は
、
庄
屋

や
名
主
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
重お

も

立だ
つ

は
既
得
権
が
脅
か
さ
れ
、
天
変
地
異
や
社
会
不

安
と
結
び
つ
け
て
自
己
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
。
こ

の
本
に
流
れ
る
思
想
は
、
盛
ん
に
消
費
し
、
豊
か
に
な
ろ
う
と
す
る
新
興
層
を
快
く

思
っ
て
い
な
い
重
立
に
よ
る
風
刺
の
書
物
と
も
感
じ
ら
れ
る＊1

＊

。

『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
は
瞽
女
唄
だ
っ
た
の
か

　

瞽
女
に
は
唄
を
暗
唱
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、
長
編
の
段
物
や
口
説
き
な
ど

の
暗
唱
は
並
大
抵
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
歌
詞
を
書
い
た
も
の
が
あ
っ
て
、
稽
古

の
知
己
や
記
憶
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
少
し
で
も
目
の
見
え
る
瞽
女
や
手
引
き
（
瞽

女
の
道
案
内
人
）、
家
族
な
ど
の
晴
眼
者
か
ら
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
稽

古
の
座
右
に
置
い
た
り
、
巡
業
時
に
携
帯
す
る
瞽
女
も
少
な
く
な
か
っ
た＊1

＊

。

　
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
の
写
本
が
、
新
潟
県
南
魚
沼
市
千
石
の
瞽
女
宿
を

し
て
き
た
家
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、従
来
、『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』

は
瞽
女
な
ど
が
三
味
線
に
合
せ
て
う
た
っ
た
口
説
き
歌
で
あ
る
と
さ
れ
て
き

＊1
＊
＊1
＊

た
。

　

し
か
し
、
越
後
瞽
女
の
生
存
者
か
ら
確
認
で
き
た
瞽
女
唄
の
曲
目
は
、
祭
文
松
坂

（
段
物
）・
口
説
き
・
常
盤
津
・
清
元
・
長
唄
・
端
唄
・
京
唄
・
義
太
夫
・
門
付
け
唄
・

祝
い
唄
・
ざ
か
唄
（
民
謡
・
は
や
り
唄
）
で
あ
る
。
口
説
き
唄
に
は
安
五
郎
口
説
き

の
よ
う
に
人
名
を
付
し
た
も
の
、
赤
猫
口
説
き
の
よ
う
に
動
物
名
を
付
し
た
も
の
な

ど
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
瞽
女
口
説
き
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
ざ
か
唄
に
「
瞽

女
松
坂
」
と
い
う
曲
名
は
あ
る＊1

＊

）。

　

は
た
し
て
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
は
瞽
女
唄
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
最
新
の
知
見
で
は
、「
瞽ご

女ぜ

（
門か

ど

付づ
け

し
て
巡
業
す
る
盲
目
の
旅
芸
人
）

が
三
味
線
に
合
せ
て
唄
う
口く

説ど

き
唄
に
な
ぞ
ら
え＊2

＊

」
著
し
た
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。

林
家
に
つ
い
て

　

林
家
本
の
奥
書
に
は
斉
藤
真
幸
の
戯
号
「
気
儘
屋　

暇
右
衛
門
作
」
の
上
か
ら
左
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に
か
け
て
「
天（

一
八
三
三
）

保
四
歳　

之
写
書　

巳　

正
月
廿
日　

須
崎
■
列
重
」
と
あ
る
。「
須

崎
■
列
重
」
は
書
き
写
し
た
人
物
の
居
所
と
名
前
と
考
え
ら
れ
る
。
須
崎
の
下
の
塗

り
つ
ぶ
さ
れ
た
部
分
は
不
明
で
あ
る
。
須
崎
は
林
家
の
出
身
地
加
賀
藩
領
石
川
郡
須

崎
村
で
あ
る
。
須
崎
か
ら
中
村
藩
領
行
方
郡
押
釜
村
に
移
住
し
た
後
の
林
家
は
、
斉

藤
実
望
の
子
斉
藤
実
重
を
祖
と
し
、
中
村
藩
領
移
住
後
に
林
姓
を
名
乗
り
、
初
代
は

林
甚
右
衛
門
（
一
七
八
一
～
一
八
五
〇
）
で
あ
る
。

　

年
代
を
整
理
す
る
と
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
林
家
の
祖
先
が
現
在
の
南
相

馬
市
に
移
住
し
、
一
五
年
後
の
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
三
条
地
震
が
起
こ
り
、

一
六
年
後
の
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
が
刊
行

さ
れ
、
二
〇
年
後
の
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
書
き
写
さ
れ
、
そ
の
後
、
林
家
に

伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
藩
を
越
え
て
移
住
す
る
こ
と
は
ご
法
度
で
、
真
宗
移
民
の
多
く
は

移
住
元
と
の
関
係
が
秘
匿
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
林
家
の
ル
ー
ツ

に
あ
た
る
須
崎
の
斉
藤
家
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
列

（
つ
ら
し
げ
ヵ
）

重
と
林
家
の
関
係
は
不
明
だ

が
、「
須
崎
列
重
」
が
林
家
の
祖
先
斉
藤
家
で
あ
れ
ば
、
移
住
後
も
両
家
の
付
き
合

い
が
あ
っ
て
こ
の
写
本
が
伝
わ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三
、
福
島
県
相
双
地
方
へ
の
瞽
女
の
遊
芸

　

福
島
県
相
双
地
方
の
市
町
村
史
の
民
俗
編
な
ど
を
見
て
も
、
瞽
女
に
関
す
る
説
明

は
非
常
に
少
な
く
、
あ
っ
て
も
一
～
二
行
の
短
い
概
説
程
度
で
あ
る
。
瞽
女
は
東
北

地
方
で
は
新
潟
方
面
か
ら
訪
れ
る
た
め
、
会
津
地
方
は
比
較
的
近
し
い
が
、
太
平
洋

側
の
浜
通
り
で
は
瞽
女
の
遊
芸
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

現
代
で
は
忘
れ
去
れ
よ
う
と
し
て
い
る
相
双
地
方
で
の
瞽
女
の
遊
芸
を
文
献
と
聞

き
書
き
か
ら
紹
介
し
た
い
。

『
福
島
県
史＊2

＊

』

　
　

ご・

ぜ・

な
ど
と
い
う
、
め
く
ら
法
師
な
ど
も
語
っ
て
歩
い
た
し
、
特
に
宿
泊
ま
で

し
な
く
と
も
、
舞
い
込
み
の
よ
う
に
、
各
戸
を
た
ず
ね
て
、
語
り
歩
い
た
さ
い

も
ん
語
り
の
類
も
あ
っ
た
。

『
新
地
町
史＊2

＊

』

　
　
　

瞽ご

女ぜ

な
ど
門
付
け
芸
人
が
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
金

や
米
な
ど
を
も
ら
い
な
が
ら
、
一
軒
一
軒
回
っ
て
歩
き
、
泊
ま
る
場
合
は
大
体

定
宿
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

　
　

な
お
、
口
絵
に
明
治
十
年
代
の
瞽
女
と
い
う
説
明
の
写
真
が
あ
る
。
一
人
の
女

性
が
三
味
線
と
は
違
う
丸
胴
の
弦
楽
器
（
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
楽
器　

月

琴
か
）
を
奏
で
て
歌
い
、
一
人
の
少
女
が
サ
サ
ラ
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

二
人
が
か
ぶ
っ
て
い
る
編
み
笠
も
新
潟
方
面
の
瞽
女
の
編
み
笠
と
は
違
い
、中
国
・

東
南
ア
ジ
ア
風
で
あ
る
。
瞽
女
と
い
う
に
は
疑
問
が
残
る
。

『
鹿
島
町
史＊2

＊

』

　
　

芸
能
関
係
者
で
は
大
正
時
代
に
は
猿
回
し
や
ゴ
ゼ
が
時
々
回
っ
て
き
た
。
ゴ
ゼ

は
二
人
位
の
女
性
で
三
味
線
を
弾
く
。
ゴ
ゼ
は
鹿
島
に
泊
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

『
太
田
村
史＊2

＊

』

　
　

瞽
女
（
ご
ぜ
）
多
く
は
女
で
盲
又
は
眇す

が
め

の
も
の
で
三
味
線
を
弾
い
て
人
の
門
に

立
ち
歌
ふ
て
銭
を
受
け
た
地
方
で
は
（
ご
ぜ
の
ぼ
う
）
と
言
っ
た
。

『
原
町
市
史＊2

＊

』

　
　
　

瞽ご　

女ぜ　

鶴
谷
で
は
、
昭
和
ま
で
瞽
女
が
来
て
い
た
。
瞽
女
は
三
、四
人
の

組
に
な
り
、
村
の
決
ま
っ
た
家
に
呼
ば
れ
て
村
の
人
た
ち
に
三し

ゃ

味み

線せ
ん

を
弾
い
て

聴
か
せ
、
お
礼
に
米
を
も
ら
っ
た
。

　
　
　

押
釜
の
Ｈ
家
は
北
陸
か
ら
相
馬
地
方
に
入
植
し
た
浄
土
真
宗
移
民
の
草
分
け

の
家
の
一
軒
で
あ
る
。
同
家
に
瞽
女
が
来
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い

が
、
江
戸
時
代
の
瞽
女
に
関
す
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
北
陸
の
人
た
ち
が

見
知
ら
ぬ
土
地
に
や
っ
て
き
て
、
頼
り
に
し
た
の
は
、
か
つ
て
北
陸
か
ら
浄
土
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真
宗
移
民
と
し
て
や
っ
て
き
た
同
郷
の
者
の
家
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
旧
）『
浪
江
町
史＊2

＊

』

　
　
　
（
ご
ぜ
）
三
味
線
を
弾
き
唄
を
う
た
っ
て
門
付
け
を
し
て
物
を
乞
う
盲
目
の

女
集
。
こ
れ
は
鳥
追
い
の
進
化
し
た
も
の
で
、
鳥
追
い
は
は
じ
め
農
家
の
年
中

行
事
の
一
つ
、
正
月
十
五
日
に
田
畑
に
害
を
す
る
鳥
や
獣
な
ど
を
追
う
歌
を
う

た
い
村
々
の
若
者
た
ち
が
拍
子
木
な
ど
を
鳴
ら
し
て
家
々
を
門
付
し
た
の
が
始

ま
り
、
そ
れ
が
後
に
非
人
の
女
太
夫
が
編
み
笠
を
か
ぶ
り
、
唄
を
う
た
っ
て
門

付
け
を
し
金
銭
を
貰
っ
て
歩
く
職
業
へ
と
化
し
た
。
ご
ぜ
は
そ
れ
の
ま
た
変
っ

た
も
の
で
、
多
く
は
盲
目
又
は
目
の
不
自
由
な
女
で
、
一
人
廻
り
の
も
の
も
あ

っ
た
が
、二
、三
人
組
み
合
っ
て
門
づ
け
を
し
た
。
う
た
う
唄
も
語
り
物
と
な
り
、

「
白
石
敵
討
ち
」
と
か
「
葛
の
葉
子
別
れ
」
な
ど
歌
舞
伎
の
世
話
物
を
三
味
線

に
合
せ
て
う
た
っ
た
。

　
　
　

ご
ぜ
も
ま
た
泊
り
づ
け
の
家
が
あ
り
、
そ
こ
に
泊
っ
て
一
晩
続
き
物
な
ど
を

う
た
っ
た
。
聞
き
に
集
ま
っ
た
人
々
は
一
銭
、
二
銭
の
喜
捨
を
し
て
涙
を
流
し

た
。

『
浪
江
町
史＊2

＊

』

　
　
　

ゴ
ゼ　

や
は
り
冬
に
な
る
と
一
人
で
や
っ
て
来
て
、
民
家
に
泊
ま
り
、
そ
の

家
に
人
を
集
め
て
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
唄
を
聴
か
せ
た
と
い
う
。

『
富
岡
町
史＊2

＊

』

　
　
　

行
商
の
ほ
か
に
遊
芸
人
が
、
祭
文
語
り
、
会
津
万
才
、
神
楽
ぶ
ち
盲
の
ゴ
ゼ

な
ど
の
旅
芸
人
や
門
付
け
芸
人
も
、
昔
は
季
節
ご
と
に
村
か
ら
村
を
渡
り
歩
い

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
頭
に
小
旗
の
付
い
た
半
切
タ
ラ
イ
を
載
せ
て
い
た
飴

屋
や
、
紙
芝
居
屋
は
子
供
達
に
喜
ば
れ
た
人
達
で
あ
っ
た
。

『
広
野
町
史＊2

＊

』

　
　
　

盲
の
女
の
人
で
、
唄
を
歌
い
踊
っ
て
幾
ら
か
の
お
金
を
貰
い
な
が
ら
旅
を
し

て
い
た
ゴ
ゼ
や
、
虚こ

無む

僧そ
う

、
猿
回
し
、
お
札
売
り
な
ど
も
町
を
通
っ
て
行
っ
た

遊
芸
人
達
で
あ
っ
た
。

　

瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
鈴
木
昭
英
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
長
岡
か
ら
相

馬
・
仙
台
を
経
て
、
秋
田
へ
旅
し
た
瞽
女
た
ち
も
い
て
、
非
常
に
歓
待
さ
れ
、
通
婚

し
た
例
も
い
く
つ
か
あ
る
。
養
蚕
地
域
で
は
「
瞽
女
が
来
る
と
蚕
が
太
る
」
と
い
わ

れ
て
歓
迎
さ
れ
た
。
福
島
県
浜
通
り
地
方
で
は
大
正
時
代
頃
ま
で
は
瞽
女
が
来
て
い

た
と
い
う
。

　

南
相
馬
市
原
町
区
の
岩
橋
光
喜
氏
（
昭
和
十
九
年
生
）
は
、
幼
児
の
頃
（
昭
和

二
十
二
年
頃
）、
現
在
の
南
相
馬
市
原
町
区
大
原
の
母
の
実
家
で
、
祖
母
に
抱
か
れ

て
瞽
女
さ
ん
の
唄
と
三
味
線
を
聞
い
た
と
い
う
。
そ
の
頃
は
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な

く
、
山
村
を
訪
れ
た
旅
芸
人
の
芸
能
が
珍
し
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
す
る
と
、
相
双
地
方
で
の
瞽
女
の
遊
芸
は
お
も
に
大
正
か
ら
昭

和
初
期
ま
で
続
き
、
ま
れ
に
昭
和
二
十
二
年
頃
に
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
後

に
養
徳
文
庫
か
ら
解
説
書
が
出
て
い
る＊3

＊

。

　

翌
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
『
歴
史
地
理
』
第
四
十
三
巻
第
二
号
の
随

筆
日
録
（
鹿
鳴
）
に
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
が
養
徳
文
庫
で
版
木
か
ら
新
た

に
刷
ら
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

　
　

安
政
見
聞
誌
と
云
ひ
、
此
の
文
政
の
地
震
口
説
と
云
ひ
、
過
去
に
同
じ
こ
と
が

屢し
ば

々し
ば

繰
り
返
さ
れ
て
、
同
じ
こ
と
が
親
切
に
戒
め
ら
れ
て
あ
る
に
拘か

か
わ

ら
ず
、
世

人
は
疾は

や

く
に
其
の
痛
さ
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
災
禍
に
苦
し

ん
で
居
る
の
だ
。
歴
史
を
無
視
す
る
国
民
は
危あ

や
う

い
哉か

な

と
叫
ば
ね
ば
な
ら
ぬ＊3

＊

。

と
忠
告
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
悲
劇
は
ま
た
も
繰
り
返
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
東
日
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『瞽女口説地震の身の上』と福島県相双地方への瞽女の遊芸

【
註
】

１　

瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
鈴
木
昭
英
氏
提
供
。
瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
瞽
女
の

歴
史
や
歩
み
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
平
成
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
お
も
に
長

岡
瞽
女
や
三
条
瞽
女
の
活
動
を
記
録
・
研
究
し
、
瞽
女
唄
の
普
及
や
地
域
文
化
の
啓
蒙
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

２　
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上　

吉
川
弘
文
館
（
一
九
九
九
）
Ｐ
626

３　

板
垣
俊
一
「
文
政
十
一
年
三
条
地
震
の
記
録
」『
新
潟
の
生
活
文
化
』
新
潟
県
生
活
文
化

研
究
会
（
二
〇
〇
五
）

４　

地
震
史
料
集
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
燕
市
史
』
通
史
編　

燕
市
（
一
九
九
三
）

　

https://m
aterials.utkozisin.org/articles/detail?id=

J2700113
（
令
和
五
年

十
二
月
閲
覧
）

５　

加
茂
市
『
加
茂
市
史
』
資
料
編
六　

文
化
財
（
二
〇
二
〇
）

６　
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
を
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
大
橋
栄
三
郎
が
解
説
を

加
え
て
再
発
行
し
た
も
の
が
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
で
き

る
。
著
作
権
未
確
認
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
。

７　

早
稲
田
大
学
図
書
館
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』（
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
）

　

https://archive.w
ul.w

aseda.ac.jp/kosho/i04/i04_00600/i04_00600_0169/
i04_00600_0169.htm

l

（
令
和
五
年
十
二
月
閲
覧
）

８　

国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』（
新
潟
大

学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文
庫
）
所
蔵
本
）

　

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/189560?ln=
ja

（
令
和
五
年
十
二
月
閲
覧
）

９　

瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』（
野
嵜
久
次
氏
所
蔵
本
）

　

https://goze.folklores.net/goze/nozaki/jisin/jisin01.htm
l

（
令
和
五
年
十
二

月
閲
覧
）

10　

越
路
町
『
越
路
町
史
』
通
史
編　

上
巻
（
二
〇
〇
一
）
Ｐ
549

11　

加
茂
市
『
加
茂
市
史
』
資
料
編
六　

文
化
財
（
二
〇
二
〇
）
Ｐ
193

12　

加
茂
市
民
俗
資
料
館　

中
澤
資
裕
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

13　

加
茂
市
『
加
茂
市
史
』
資
料
編
六　

文
化
財
（
二
〇
二
〇
）
Ｐ
193

14　

加
茂
市
『
加
茂
市
史
』
通
史
編　

上
巻
（
二
〇
二
三
）
Ｐ
663
～
664
お
よ
び
中
澤
資
裕
氏

の
ご
教
示
に
よ
る
。

15　

地
震
史
料
集
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
燕
市
史
』
通
史
編　

燕
市
（
一
九
九
三
）

　

https://m
aterials.utkozisin.org/articles/detail?id=

J2700113

（
令
和
五
年

十
二
月
閲
覧
）

16
・
17　

鈴
木
昭
英
「
瞽
女
の
歌
本
」『
長
岡
郷
土
史
』
第
十
一
号　

長
岡
郷
土
史
研
究
会

（
一
九
七
二
）

18　

加
茂
市
『
加
茂
市
史
』
資
料
編
二　

近
世
（
二
〇
〇
八
）
Ｐ
406 

19　

鈴
木
昭
英
「
越
後
瞽
女
の
世
界
」
に
い
が
た
の
門
付
け
芸
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事

業　

第
一
回
講
演
会
資
料　

新
潟
県
立
歴
史
館
（
二
〇
一
六
）

20　

加
茂
市
『
加
茂
市
史
』
通
史
編　

上
巻
（
二
〇
二
三
）
Ｐ
663

21　

福
島
県
『
福
島
県
史
』
第
二
三
巻　

各
論
編
九　

民
俗
一
（
一
九
六
四
）
Ｐ
103
～
104

22　

新
地
町
教
育
委
員
会
『
新
地
町
史
』
自
然
・
民
俗
編
（
一
九
九
三
）
口
絵
写
真
・
Ｐ
176

23　

福
島
県
鹿
島
町
『
鹿
島
町
史
』
第
六
巻　

民
俗
編
（
二
〇
〇
三
）
Ｐ
355

24　

太
田
村
史
実
研
究
会
『
太
田
村
史
』（
村
長
岡
田
庄
次
郎
在
任
期
間
〈
一
九
三
三
～

四
〇
〉
に
発
刊
）
Ｐ
276　

太
田
村
は
現
在
の
南
相
馬
市
原
町
区
太
田
。

25　

南
相
馬
市
『
原
町
市
史
』
第
九
巻 

特
別
編
Ⅱ　

民
俗
（
二
〇
〇
六
）
Ｐ
284

26　

福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
『
浪
江
町
史
』（
一
九
七
四
）
Ｐ
611

27　

福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
『
浪
江
町
史
』
別
巻
Ⅱ　

浪
江
町
の
民
俗
（
二
〇
〇
八
）
Ｐ
178

28　

福
島
県
富
岡
町
『
富
岡
町
史
』
第
三
巻　

考
古
・
民
俗
編
（
一
九
八
七
）
Ｐ
663

29　

広
野
町
『
広
野
町
史
』
民
俗
・
自
然
編
（
一
九
九
一
）
Ｐ
414

30　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
再
発
行　

大
橋
栄
三
郎
（
一
九
二
三
）

本
大
震
災
が
起
こ
り
、
福
島
県
浜
通
り
地
方
で
は
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
・
風
評

被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
今
回
、『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
を
あ
ら
た
め
て

紹
介
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
災
害
へ
の
教
訓
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　

最
後
に
、
今
回
紹
介
し
た
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
写
本
の
所
有
者
林
英
一

郎
氏
・
林
眞
一
郎
氏
、
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
鈴
木
昭
英
氏
な
ら
び
に
元
福

島
県
立
博
物
館
学
芸
員
の
佐
々
木
長
生
氏
、
元
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
板

橋
春
夫
氏
、
加
茂
市
民
俗
資
料
館
学
芸
員
の
中
澤
資
裕
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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31　
「
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
―
文
政
十
一
年
越
後
大
地
震
の
記
」『
歴
史
地
理
』
第

四
十
三
巻
二
号　

随
筆
日
録
（
鹿
鳴
）　

日
本
歴
史
地
理
学
会
編
纂　

日
本
学
術
普
及
会

（
一
九
二
四
）

【
参
考
文
献
等
】

㈱
二
玄
社
『
謎
解
き
浮
世
絵
叢
書　

三
代
豊
国
・
初
代
広
重　

双
筆
五
十
三
次
』（
二
〇
一
一
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
朱
雀
院
『
斎
藤
真
一　

越
後
瞽
女
日
記　

作
品
集
』

斉
藤
真
幸
『
瞽
女
口
説
地
震
の
身
の
上
』
出
版
者　

大
橋
栄
三
郎
（
一
九
二
三
）

南
相
馬
市
『
原
町
市
史
』
第
一
巻　

通
史
編
Ⅰ
「
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世
」（
二
〇
一
七
）

南
相
馬
市
『
原
町
市
史
』
第
五
巻　

資
料
編
Ⅲ
「
近
世
」（
二
〇
〇
七
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
一
七　

石
川
県　

角
川
書
店
（
一
九
八
一
）

『
日
本
歴
史
地
名
体
系
』
第
一
七
巻　

石
川
県
の
地
名　

平
凡
社
（
一
九
九
一
）

大
和
田
幾
雄
「
蓮
如
上
人
直
筆
六
字
號
御
掛
軸　

櫓
の
本
尊　

伏
見
義
助
殉
職
の
頃
の
時
代

相
」『
歴
史
・
史
跡
探
訪
シ
リ
ー
ズ
』
一
四　

原
町
市
歴
史
民
俗
資
料
室
（
一
九
九
三
）

五
来
重
「
民
間
芸
能
の
諸
相
」『
民
間
芸
能
史
』
五
来
重
著
作
集　

第
七
巻　

㈱
法
蔵
館

（
二
〇
〇
八
）

鈴
木
昭
英
「
瞽
女
の
歌
本
」『
長
岡
郷
土
史
』
第
十
一
号　

長
岡
郷
土
史
研
究
会
（
一
九
七
二
）

鈴
木
昭
英
「
瞽
女
の
わ
ざ
と
力
」『
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
第
三
号　

特
集 
女
の
力　

木
阿
弥
書

店
（
一
九
九
四
）

鈴
木
昭
英
『
越
後
瞽
女
も
の
が
た
り
』
岩
田
書
院
（
二
〇
〇
九
）

鈴
木
昭
英
「
越
後
瞽
女
の
世
界
」『
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館　

に
い
が
た
の
門
付
芸
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
事
業　

第
一
回
講
演
会
資
料
』
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
（
二
〇
一
六
）

鈴
木
昭
英
「
越
後
瞽
女
の
旅
」『
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館　

に
い
が
た
の
門
付
芸
を
活
か
し
た

地
域
活
性
化
事
業　

第
三
回
講
演
会
資
料
』
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
（
二
〇
一
六
）

鈴
木
昭
英
『
瞽
女　

芸
道
の
軌
跡
』
瞽
女
文
化
を
顕
彰
す
る
会
（
二
〇
一
八
）

葛
谷
鮎
彦
「
高
山
瞽
女
と
越
後
瞽
女
」（
三
）『
飛
騨
春
秋
』
通
巻
第
二
〇
一
号　

飛
騨
郷
土

学
会
（
一
九
七
四
）

葛
谷
鮎
彦
「
高
山
瞽
女
と
越
後
瞽
女
」（
四
）『
飛
騨
春
秋
』
通
巻
第
二
〇
二
号　

飛
騨
郷
土

学
会
（
一
九
七
四
）

葛
谷
鮎
彦
「
高
山
瞽
女
と
越
後
瞽
女
」（
八
）『
飛
騨
春
秋
』
通
巻
第
二
〇
六
号　

飛
騨
郷
土

学
古
谷
綱
武
「
越
後
ご
ぜ
と
民
間
信
仰
」『
新
潟
日
報
』
新
潟
遠
望
（
一
九
七
五
年
十
一
月

三
日
付
）

佐
久
間
惇
一
「
越
後
の
瞽
女
」『
講
座
日
本
の
民
俗
』
九　

口
承
文
芸　

有
精
堂
出
版

（
一
九
七
八
）

坂
本
要
「
祭
文
と
祓
い　

瞽
女
と
盲
僧
の
伝
承
を
中
心
と
し
て
」『
仏
教
民
俗
学
体
系
』
八

（
一
九
九
二
）

板
垣
俊
一
「
文
政
十
一
年
三
条
地
震
の
記
録
」『
新
潟
の
生
活
文
化
』
新
潟
県
生
活
文
化
研
究

会
（
二
〇
〇
五
）

板
橋
春
夫
「
瞽
女
の
旅
路
」『
地
方
史
研
究
』
三
八
二
号　

地
方
史
研
究
協
議
会
編　

岩
田
書

院
（
二
〇
一
六
）

渡
部
等
「
只
見
瞽
女
夜
話
」『
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
』
Ⅱ　

福
島
県
只
見
町
（
二
〇
二
〇
）
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